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【1】事業の概要

北海道は、人の暮らしと豊かな自然が近接しているためアクティビティを楽しむフィールドにアクセスしや

すく、加えて独自のアイヌ文化も存在するため、欧米を中心に急速に発展しているアドベンチャートラベル

（自然、アクティビティ、異文化交流の３要素のうち少なくても２つの要素を含む旅行形態を指す。以下、

「AT」という。）市場において、世界有数のデスティネーションとなる大きな可能性がある。

北海道運輸局は、北海道経済産業局、北海道庁、北海道観光振興機構、札幌市、釧路市と連携しなが

ら、世界的なＡＴのサミット（Adventure Travel World Summit。以下、「ＡＴＷＳ」という。）を北海道に誘致し、

2021年の開催が決まったところである。

ATWSの開催に際して、主催者であるAdventure Travel Trade Associationからは、北海道で楽しめるコ

ンテンツの更なる充実が必要であると指摘されているところ、2019年度においては、「訪日グローバル

キャンペーンに対応したコンテンツ造成事業」においてATコンテンツを造成したところである。

このように造成したコンテンツを商品として持続的に販売していくためには、ガイドの存在が不可欠であ

る。全世界で拡大していくAT市場に着実に対応するためには、ＡＴガイドを質的にも量的にもこれまで以

上に充実させていく必要がある。

ガイドを質的に充実させるためには、既にＡＴガイドを行っている者のガイドスキルの向上が求められる。

実際にガイド等のＡＴ関係者から「それぞれの地域でどんな商品を販売しているのかを知らない。互いに

共有することでガイドの水準が向上する」などの声があがっている。

さらに、顧客目線でガイドを質的に充実させるには、ＡＴ関係者間の連携が必要である。実際にＡＴ関係

者から「ガイドは他のガイドやホテル等との交流が少なく、客から自分が取り扱っていない分野について

問われた場合に対応ができない」などの声があがっている。

また、ガイドを量的に充実させるためには、これまでガイドを行ってこなかった層も巻き込んでいくことが

解決策の一つと考えられる。実際にＡＴ関係者から「地域には観光に携わっていないが、地域の魅力を

作っている人（漁師等）がいる。このような人たちとともにAT旅行を組み立てていきたい」などの声があ

がっている。

そこで、AT関係者の横のつながりを形成するネットワーキングイベントを実施することで、AT関係者間

の連携を深め、より顧客のニーズを満たすサービスを提供するとともに、漁師等のガイド非従事者をガイ

ドとして活用する可能性を模索する。

3

1-1.事業目的（事業仕様書より引用）
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1-2. 業務の全体構成

・道内各地域の自治体、観光協会、民間事業者、DMO等、地域の関係する機関との調整及び情報共有。
・類似事業を調査し、資料作成。

（１）関係者への情報共有及び類似事業調査

・道内の各地域でＡＴ関係者のネットワーク形成に資するイベントを開催。
・ATの先進事例や持続可能な観光に関する情報提供の実施。
・実践的な商品づくりを見据え、DMOやATコーディネーターを中心に、ATガイド、ホテル、交通事業者等
が互いの情報を交換できる場とする。
・各開催エリアで、エクスカーションの造成検討、地元関係者等によるエクスカーションのモニタリング、エ
クスカーション映像の撮影等を通じて、地域におけるAT機運を醸成する。
（事業骨子）
地域ごとのネットワーキングイベント（北海道アドベンチャートラベルミーティング）の開催

① 外国人等によるATエクスカーションのPR映像の撮影
② 北海道アドベンチャートラベルミーティングの開催と動員

全5会場：白老町、弟子屈町、ニセコ町、旭川市、帯広市
③ エリアごとの日帰りエクスカーション（各エリアで2本）の作り込み
④ 地元及び全道関係者の有志によるATエクスカーションのモニタリング・検証

※当初、「地元及び全道関係者の有志によるATエクスカーションのモニタリング」を、夏秋に企
画していたが、北海道アドベンチャートラベルミーティングの参加者から出た意見をエクスカー
ションに反映した方が、より各エリアのイベント参加者の機運醸成、およびATへの理解促進を図
ることができると判断し、1月～2月にかけて開催に変更した。

（２）地域ごとのAT機運の醸成

・北海道のAT関係者を一堂に会したネットワーキングイベントを開催。
・エクスカーション、商談会、懇親会、セミナー、総会等により構成。
・エクスカーションの参加者は、ガイドに対しフィードバックを行い、互いの知見を共有する。
（事業骨子）
北海道全域ネットワーキングイベント（アドベンチャートラベル北海道ミーティング）の開催
① 札幌近郊での日帰りATエクスカーション（10～20人規模のDOA5本程度）の作り込み
② アドベンチャートラベル北海道ミーティングの企画・運営

②-1 1日目 ：日帰りATエクスカーションの運営
②-2 2日目朝 ：＜HATA総会＞の開催
②-3 2日目午前 ：＜AT討論会＞の開催

ATWS2021に向けての機運醸成討論会
②-4 2日目午後 ：＜AT普及セミナー＞の開催

セミナー6本、ネットワーキングスペースの運営

（３）北海道全域ネットワークイベントの開催
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② 課題2 ATガイドの質的改善 以下2点を指針にATガイドの質的改善を図る。

① 課題1 ATガイドの量的改善 ATガイド間の連携を深めるとともに、多様な地域関係者の巻き込みを図る。

一貫した
テーマ

（＝ストーリー）

AT旅行の造成において大事なこと

メイン
アクティ
ビティ

伝えたい情報が盛りだくさんだと逆に伝わらない
Less is More（より少ないことはより豊かなこと）
⇒テーマを絞りシンプルに、これらが付加価値を生む

ATTAが提唱する５つの体験価値

ATTAでは、AT旅行の要素としての自然、文化、アクティビティが含ま
れるという考え方の他に、AT旅行者の体験として、
5つの体験価値を提唱している。これらの体験価値が高いコンテンツ/
ツアーは、ATとして価値のあるものであると見なすことができる。

ATガイドの主な役割と目指すべき姿

◎ ストーリーテリングを意識したガイドノウハウの習得
体験を通じて地域理解を深める事が出来るプログラムをデザイン

①全体像から見せる
地域の全体感を把握できるようなコンテンツ
から始めることで、自然や文化の背景を把
握することができ、プログラムに対する理解
と満足度が上がる。

②インタラクションをつくる

ただ「観る」（見せる）だけではなく、「触れる」「食べる」「作る」「踊る」
など、自然や文化と関わりが持てるような体験（＝インタラクション）を
取り入れることで、理解や愛着を深めることができる。

③チャレンジの機会を提供する

少し難易度の高いアクティビティや、地域独自の食、体験（旅行者にとっての初めて）
を取り入れるなど、チャレンジの機会を提供することで、旅行者が達成感を得ることが
できるようになる。

FIT顧客

海外
エージェント 道内・道外

エージェント

地域コーディネーター

ガイド
カンパニー

等

相 互 連 携

①道内・道外エージェント
北海道内あるいは全国対象の国内エージェ
ント。AT顧客が満足する旅行全体のアレン
ジ・手配・添乗等を行う。

②地域コーディネーター
地域単位で存在し、当該地域に精通し、地域
で事業を行うガイドカンパニーや観光事業者
と連携し、地域内における1～4日程度の旅
程の構築、および英語でのガイディングの補
助等のコーディネートを行う。

③コンテンツ提供者
ガイドカンパニーや観光事業者など、当該
地域において、アクティビティ・飲食・宿泊・
交通といった旅程に組み込まれるコンテンツ
を催行する。

本事業においては、北海道5か所での

ネットワーキングイベント、および地元及

び全道関係者の有志によるエクスカー

ションの作りこみとその後のモニターツ

アーの実施を通じた、多様な地域関係

者の巻き込みや相互補完連携により、

ATガイドの量的改善を図る。

地域における事業対象者のイメージ

商店街
・

飲食店

地域産業
（農業・
漁業等）

観光事業者
（交通・宿泊等）

ガ イ ド を 含 む 事 業 者 間 の 相 互 連 携

◎ ATコンテンツの可視化及び商品化ができる人材の育成

本事業においては、北海道全域ネットワーキングイベントにおい

て、ATエクスカーションへの参加、同コースのフィードバックを含

む討論会、各種講演を通じ、ATガイドの質的改善を図る。

①今までにない
ユニークな体験

②自己変革

③健康であること

④挑戦

⑤ローインパクト

5つの体験価値は下記の通りである。

その他の場所では味わえない、その地ならではの体

験がある。

体験を通じて、自己が成長・変化していくことを感じる

ことができる。

旅行前より心身ともに健康になった感覚を得ることが

できる。

身体的・心理的に様々な意味合いでの「挑戦」の要

素が体験に含まれている。

体験にあたって、文化や自然に対してインパクトを最

低限に抑えられていると感じられる。

1-3. 事業実施における指針
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2-1. 関係者への情報提供および類似事業調査

2-1-1.関係者への情報共有

円滑な業務遂行にあたり実施主体としての責任を果たすため、事前に関係する自治体、観光協会、民間事
業者等、地域の関係する機関と十分な調整及び情報共有を行い、事業を実施した。具体的には会議の実施に
向けて、関係者との調整の際は、前提となる資料作成を行い、十分な説明をした上で、事業の協力を仰ぐなど
した。

【2】実施内容

2-1-2.類似事業調査

事業を推進していくにあたり、まずアドベンチャートラベルガイド(以下、ATガイド）やアドベンチャートラベル
推進に係る事業について、過去に類似の調査がないかの調査をWEBサイトより実施した。その中で本事業と
関連性が高い事業として考えられるのは下記の2事業であり、その提言を下記にまとめた。

①平成31年度 「訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業に係る調査」業務（アドベンチャートラベ
ルの推進に係るガイド育成に関する実証事業） ・・・・国土交通省北海道運輸局

「北海道内に居住するネイチャーガイド向けアンケート調査」のガイドになった経歴や入職経路の項目では、ヒ
アリング対象のネイチャーガイドの入職経路に共通項目はなく、「ガイドになりたい」と自分自身で決めてガイド
業を始めた方は少ないという結果であった。むしろ、様々な職業を経てたどり着くケースが主流であり、いきなり
「専業」での入職者は少なく、アウトドアアクティビティに興味関心がある方であればだれでもガイドになりえると
いうことが分かった。
また、先進地域としたニュージーランドでは、ガイド事業者内では「新卒」よりも豊富な社会経験、人生経験が

重要視される職種であり、職業訓練学校に行き直した後も、社会で活躍できる環境にある。

②令和元年度 「訪日外国人旅行者周遊促進事業（基礎調査）」アドベンチャートラベルガイド繁閑格差解
消に向けた調査事業・・・・国土交通省北海道運輸局

ガイド事業者に行ったアンケート調査結果によると、北海道内では今後、複数ジャンルの体験・アクティビティ
を提供したいと回答した事業者は 55.6%となり、全体の約半数の事業者が体験・アクティビティの幅を広げること
に興味関心があることがわかった。課題としては「人手が足りない」という声が一番多かった。
またさらに、地域全体の AT ガイド事業者間で誘客の連携を行うことも可能だと考えられる。天候が悪い場合、

スノーアクティビティの提供が難しくなることも多いが、その場合の代替手段として、市内にあるレザークラフト、
アクセサリー作り、陶芸教室、フラワーアレンジメントなどの他ジャンルの体験商品へと促すことで相互誘客が
可能であり、地域経済への貢献も可能であるとしている。

本事業においては、下記ポイントを関連性が高いとし、活用する。

・ガイド事業者は地域内の連携を深め、幅広い体験やアクティビティを提供したいと思っている。そうするこ
とで地域の人々と相互誘客を図ることができ、地域の経済に貢献することができる。
→質の高い体験を顧客へ提供するためには地域内のネットワークづくりが重要である。

・いきなり「専業」での入職者は少なく、アウトドアアクティビティに興味関心がある方であればだれでもガイ
ドになりえる。
→豊富な人生経験が質の高い体験提供に繋がることから、継続的なスキルアップや幅広い知識の習得
は重要である。

ネットワーキングイベントや各種エクスカーションの実施を通し、上記ポイントでも挙げられている地域内の相
互連携や新たな知識を得られるよう、企画運営を行う。
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(1)目的

「非ガイド層」「ATを掴み切れていないガイド層」へのATへの理解促進と地域機運の醸成のため、地域の有志
やガイド、非ガイド層を巻き込んだエクスカーションを造成した。また、その様子を撮影し、地域の関係者へATの
普及啓発のための動画を制作した。

2-2. 地域ごとのAT機運の醸成

(2)概要
ATエクスカーションの動画を撮影するにあたり、その撮影内容および地域の選定については、下記を基準

にした。
・地域イベント開催地周辺のコース。
・その地域ならではのストーリーとコンテンツが撮影可能。

同様に、仕様については下記の通りである。
・北海道アドベンチャートラベルミーティング開催地1会場につき2コースの動画と総集編を作成。
・ATは欧米からの顧客をメインとした市場であるため、実際のイメージが付きやすいよう外国人
モデルを起用。

・動画1本につき、1分30秒程度

(3)制作内容一覧

7
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【白老】

2-2-1. 胆振エリア

映像意図 ５つの体験価値

今までにないユニークな体験

キャプチャ

■エクスカーション名 ： 白老アイヌ文化と支笏洞爺国立公園内の登別温泉泉源巡り

■ストーリー：一説には、温泉を薬湯として重宝していたとされるこの地の先人であるアイヌの方々に思
いをはせ、自然の中の天然足湯に浸かります。知識として見聞きする又は知るだけではなく、アクティビ
ティやガイド、出会う人々とのインタラクション（関わり合い）を通じてアイヌの世界観や自然観に触れるこ
とを目指します。

■選定のポイント：
・アイヌをルーツに持つガイドによるアクティビティが可能。
・アイヌ文化に触れることができる。
・国立公園内の大自然の中にある天然足湯につかることができる。

■撮影日：令和2年7月28日（火）

■ガイド：
【スルーガイド】

登別ゲートウェイセンター
阿部敏昭氏
【地域の人・スポット】
かふぇピラサレ
白老アイヌ民族記念広場

■アクティビティ：
・トレッキング

ウポポイ見学
北海道の先住民文化、自然観・
世界について、ガイドより説明。
自然と共生するアイヌの考えにつ
いて知る。

アイヌのお母さんの食堂でランチ
＆交流
異文化の食に挑戦。

挑戦
今までにないユニークな体験

アイヌ碑を訪問
アイヌ碑についてガイドからレク
チャーを受け、アイヌ民族の考え
に触れる。

健康であること
自己変革

登別 地獄谷泉源トレッキング
旅の最後に地域の森と温泉を、ト
レッキングをしながら堪能する。

今までにないユニークな体験
健康であること



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

9

【洞爺湖有珠山周辺】

2-2-1. 胆振エリア

映像意図 ５つの体験価値

変動する大地との共生をテーマに
したユネスコ世界ジオパーク登録
洞爺湖有珠山ジオパークのガイド
ツアー
実際に噴火の被害を受けた遺構
を巡り、変動する大地とのロープ
ウェイで有珠山へ上り、冒頭でみ
た病院を動かした正体は何回目
かの噴火が正体なのだ、と、変動
する大地との共生を感じさせる。

地元のレストランでヘルシーランチ
有珠山の噴火でできた土地で、畑
の土づくりからハーブ栽培を始め
た店主が提供する、ハーブを使っ
た昼食を食べる。

今までにないユニークな体験
自己変革
健康であること

キャプチャ

■エクスカーション名 ： 洞爺湖有珠山ジオパーク体感～変動する大地との共生

■ストーリー：この地は、太古より火山と共にアイヌを含む多様な人々が生きてきた世界的にも珍しい場
所であり、平成12年に噴火した際に噴火口は集落の近くだったにも関わらず死者は一人もいなかった地
域。火山と共生する人々の暮らしをハイキングとカヌーを通して学ぶツアーです。

■選定のポイント：
・火山とともに暮らしてきた人々の営みを知ることができる。
・火山でできたカルデラ湖である洞爺湖をカヌーを使って体感することができる。

■撮影日：令和2年7月31日（金）

■ガイド：
【スルーガイド】
黒松内町観光協会 本間崇文氏

【アクティビティガイド】
Sotoasobu 江川理恵氏
洞爺ガイドセンター 小川裕司氏

【地域の人・スポット】
ハーバルランチ 高橋敬子氏

洞爺湖ビジターセンター、旧三恵病院遺構、有珠
山ロープウェイ、三松正夫記念館、金比羅火口災
害遺構散策路

■アクティビティ：
ハイキング
カヌー

洞爺湖カヌー
より変動する大地との共生を体感
できる（カルデラ湖）洞爺湖畔へ。

健康であること

今までにないユニークな体験
健康であること
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【岩宇地区】

2-2-2. 後志エリア

映像意図 ５つの体験価値キャプチャ

■エクスカーション名 ： 小さな村を巡る積丹半島 漁船 クルーズ＆ カヤック
～日帰りガイド付き ツアー～

■ストーリー：多くの住民が漁業で生計を立てるまち・神恵内村を、地元のガイドと一緒に町に伝わる
竜神伝説をたどりながら町を体感。さらにカヤックを使って、海からしか見られないニシン漁で栄えた
名残を見ることで、昔からの漁業の営みを感じることができる。

■選定のポイント：
・ガイド同行で町を巡ることによって、町のコミュニティに入ったかのような体験が可能。
・漁業で栄えた町に残る遺構をアクティビティ（シーカヤック）で見に行く体験ができる。

■撮影日：令和2年8月18日(火)

■ガイド：
【スルーガイド】
IWANAI UNITED 目黒沙弥氏

【アクティビティガイド】
遊人館 尾形信氏
高栄丸 高田船長

【地域の人・スポット】
神恵内厳島神社
勝江寿司 店主
ふくろま 木滑氏

■アクティビティ：
・漁船クルーズ
・シーカヤック

竜神岬を見ながら村に伝わる竜
神伝説の紹介
ツアーのメインテーマの説明（視
覚的にも）。竜神岬、竜神伝説。

漁船クルーズ（釣り）
漁港から漁船クルーズへ。海から
しか見られない、秘境感のあるシ
シャモナイの滝や、地層がむき出
しの景観で釣り。また漁業で栄え
た町をガイドと町歩き。地元の人
に愛される寿司屋で昼食。

今までにないユニークな体験

今までにないユニークな体験
挑戦

ふくろまシーカヤック
地域の誇りであるニシン漁で栄え
たころ（道内一のニシン漁獲量）
の跡を今に残す、ふくろまを目的
地にしたエコな移動手段のシーカ
ヤック。ふくろまは、とれすぎたニ
シンを保管しておくための、天然
の冷蔵庫だった。

今までにないユニークな体験
挑戦
ローインパクト
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【ニセコ・倶知安】

2-2-2. 後志エリア

映像意図 ５つの体験価値

挑戦
ユニークな体験
自己変革
ローインパクト

キャプチャ

■エクスーション名 ： アウトドアのメッカニセコを体感～Nisekoの山と川のつながり～

■ストーリー：ニセコ連峰の主峰・アンヌプリはアイヌ語で「切り立った崖とその下に川がある山」を指す。
ニセコ地区は山の名前にも示される通り、川と山の繋がりが深い地域であり、それをトレッキングとダッ
キー、釣りを通して体感する。同様に、火山と川の恵みによって生み出された食を堪能する。

■選定のポイント：
・アクティビティを通して「アンヌプリ」という言葉の語源を体感できる。
・世界で活躍してきたシェフによる、地域の食材を活用した、この地域ならではの食を体験できる。
・山と川、そして地域の食の関係をガイドの案内により感じることができる。

■撮影日：令和2年7月29日（水）

■ガイド：
【スルーガイド】
通訳案内士 荒木慶子氏

【アクティビティガイド】
ニセコアウトドアセンター 南重光氏
Niseko flyfishing Hugo Tremolino氏
ニセコアドベンチャーセンター 原田 夢 氏

【地域の人・スポット】
杏ダイニング 前田シェフ

■アクティビティ：
・トレッキング
・フライフィッシング
・ダッキー

アンヌプリ登山
美しい羊蹄山と眼下に広がるニセ
コ・尻別川を眺め、旅を始める。

フライフィッシング
周囲の山が水源のニセコの川で、
その豊かさを知るフィッシング。

挑戦
自己変革
ローインパクト

食（杏ダイニングニセコ）
北海道やニセコのものを使った、
地域の食。

山と川のつながりを感じる“ダッ
キー”
羊蹄山の湧き水が豊富湧き出る
尻別川で山と川のつながりを感じ
ながらのダッキー。

挑戦
自己変革
ローインパクト



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

12

【弟子屈・釧路】

2-2-3. 釧路・オホーツクエリア

映像意図 ５つの体験価値キャプチャ

■エクスカーション名 ： 釧路川と湿原の恵みをめぐるツアー

■ストーリー：希少な動植物の宝庫と豊富な養分を海に排出する役割を持つ釧路湿原。源流部の屈斜
路湖から太平洋までの釧路川流域をたどりながら、身体的アクティビティや漁業者とのふれあいを通し
て、釧路湿原がもたらす恵みについて知る。

■選定のポイント：

・釧路湿原国立公園を川から、木道からなど多方面から知ることができる
・乾燥化が進む釧路湿原や希少な動植物に触れることで自らの行動を顧みることができる。
・川上から川下（太平洋）を様々な手段で楽しむことができる。

■撮影日：令和2年9月2日（水）

■ガイド：

【アクティビティガイド】
ノースイーストカヌーセンター 平塚一明氏
釧路湿原やちの会 岩間 喜美子氏
アイコム 佐久間氏

【地域の人・スポット】
カキキン 中島均氏

■アクティビティ：
・カヌー
・ウォーキング
・クルーズ

和琴半島ボルケーノカヌー
釧路川源流部の火山を間近に感
じる場所にカヌーで上陸。かつて
生物がいなかった上流部で地元
の野菜蒸しを食べのんびり過ごす。

釧路湿原 散策
よりたくさんの養分を釧路川に含
ませる釧路湿原の働きを、ガイド
の案内で体感しながら学ぶ。

厚岸 「牡蠣場」で漁師とふれあい
湿原の恵みを含んだ牡蠣を、漁師
から殻剥きのコツを学んで食べる。

釧路湾サンセットクルーズ
釧路の産業が一目でわかる港の
クルーズ。サンマ漁船の水揚げ等
がみられる。

末広町グルメホッピング
新鮮で魚種豊富な釧路の炉端を
楽しみ、豊かな太平洋の海を体感
する。

挑戦
今までにないユニークな体験
ローインパクト

健康であること
ローインパクト

健康であること
今までにないユニークな体験

今までにないユニークな体験

今までにないユニークな体験
健康
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【網走・小清水・斜里】

2-2-3. 釧路・オホーツクエリア

映像意図 ５つの体験価値キャプチャ

■エクスカーション名 ： 網走→知床 地の果てシリエトクを目指す サイクリングツアー

■ストーリー：地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出が少ないアクティビティで移動し、地球温暖化
の影響を受ける流氷と、さらにその影響を受ける漁業について知ることができる。また地域をサイクリン
グで巡ることで、砂浜・丘陵地帯から山岳地帯への変化、人里から野生生物の住処への環境の変化を
直に体感する。

■選定のポイント：

・なるべく動力を活用しない手段、かつ地域をよく体感できる手段で地域を巡ることができる。
・人の手が入っている（畑作などの）風景から、開拓ができなかった国立公園の風景への変化がわかる。
・一次産業の現場を訪れ、そこに係る人々と触れ合うことができる。

■撮影日：①令和2年7月4日（土）5日（日）②令和2年9月17日（木）

■ガイド：

【アクティビティガイド】
コネクトリップ 軍司 昇氏
知床サイクリングサポート 西原重雄氏
小清水町観光協会 湯浅史美氏

【地域の人・スポット】
大西農園 大西氏
来運神社

■アクティビティ：
・カヤック
・サイクリング

網走湖カヤック
動力を活用しないカヤックで、夏
はシジミ漁、秋は秋鮭の遡上、冬
場にワカサギ漁がおこなわれるほ
ど豊かな水資源を擁す網走湖を
巡る。

挑戦
今までにないユニークな体験
自己変革
ローインパクト

知床までのサイクリング
動力を活用しないサイクリングで、
知床まで向かう。畑から未開の自
然の変わり目を感じる。

挑戦
自己変革
ローインパクト

地元野菜のバックヤードツアー
サイクリングの途中で、地元の人
の畑にお邪魔し、収穫体験。農家
の人とのふれあい。

自己変革
健康であること

斜里岳の伏流水（来運神社で水
汲み）
霊験あらたかな来運神社の湧き
水で一休み。

健康であること

知床までのサイクリング（知床へ
到達）
人が立ち入ることができなかった
地・流氷の南限の知床へ到達。

挑戦
自己変革
ローインパクト
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【愛別・東川】

2-2-4. 上川エリア

映像意図 ５つの体験価値キャプチャ

■エクスカーション名 ： 大雪山国立公園の恵みを体感するローカルサイクリングツアー

■ストーリー：大雪山に降る大量の雪は、春に豊富な雪解け水をもたらし、このエリアを一大農業地にし
た。サイクリングを通して、山間の地形と田畑の様子を観察しながら伏流水を汲んで一休み。またサイク
リングの目的地である田んぼ農家の家で田んぼについて学んだあとは、収穫した後に残る稲わらを活
用した手作り体験をするなど、山と共に暮らす人々の生活に触れるツアー。

■選定のポイント：

・大雪山の雪解け水をテーマに、田んぼ・そこで暮らす人々と野生動物との関わりを結び付
けることができる。

■撮影日：令和2年6月20日（土）

■ガイド：

【アクティビティガイド】
アサヒカワライド 杉浦哲也氏

【地域の人・スポット】
成田農園
ハルキッチン 岩淵亜夕子氏

■アクティビティ：
・サイクリング

田んぼのサイクリング
動力を活用しないサイクリングで、
大雪山系の山々を目の前に、田
んぼの町東川をめぐる。

挑戦
今までにないユニークな体験
自己変革
ローインパクト

大雪山の田んぼのサイクリング
大雪山の山々の伏流水を汲んで、
一休み。これらが人々の生活の水
であり、産業に欠かせない水であ
ることを学ぶ。

健康であること

ハルキッチン ハンターとの語らい
山間に暮らす人だからこそ、自然
の営みと共にあることをハンター
からお話を聞く。

今までにないユニークな体験
自己変革

お米農家さんと田んぼの散策
水が欠かせない田んぼを世話し
続ける農家との語らい。エコシス
テムである田んぼについて学ぶ。

今までにないユニークな体験
自己変革
健康であること
ローインパクト

稲わらクラフト体験
収穫時に残る稲わらを活用したク
ラフトでモノづくり体験。

今までにないユニークな体験
ローインパクト
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【美瑛】

2-2-4. 上川エリア

映像意図 ５つの体験価値キャプチャ

■エクスカーション名 ： 丘の街・美瑛町で農業と火山のかかわりに触れる旅

■ストーリー：美瑛町とその近郊の地域に住む人々は、度重なる十勝岳の噴火により被害を受けつつも、
先祖が開拓した土地とその独特な丘の上に広がる牧歌的な畑作風景を守りながら生活を営んでいる。
その独特な地形をガイド同行で巡りながら体感する。

■選定のポイント：
・スルーガイドがしっかりと存在し、ストーリーを語ることができる。
・火山とともに暮らしてきた人々の営みを知ることができる。
・一次産業とアクティビティがわかりやすくストーリーで繋がっているツアーである。

■撮影日：令和2年7月14日（火）15日（水）

■ガイド：

【スルーガイド】
丘のまちびえいDMO 小倉博昭氏

【地域の人・スポット】
丘のまち郷土学館・美宙 桜間祐紀氏
畑DEフットパス 大波農園 大波太郎氏

■アクティビティ：
・ウォーキング

15

郷土資料館のゲートウェイプログ
ラム
丘のまちと言われる美瑛の所以に
ついて、郷土資料館でレクチャー。

ユニークな体験
自己変革
ローインパクト

畑DEフットパス
火山の影響でできた畑に適した土
と、丘陵風景をフットパスを歩きな
がら体感する。

健康
自己変革
ローインパクト

美瑛神社参拝 ユニークな体験

十勝岳安政火口トレッキング
美瑛を丘のまちにした十勝岳に登
る。今なお噴煙や温かさを感じる
安政火口に訪れる。

挑戦
ユニークな体験
自己変革
ローインパクト

火山の様子と畑の様子の対比
どちらも火山の影響でできた風
景の対比。

ユニークな体験
自己変革
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【鹿追】

2-2-5. 帯広エリア

■エクスカーション名 ： 大雪山国立公園・然別湖を水陸双方から満喫するツアー

■ストーリー：十大雪山国立公園で唯一の自然湖である然別湖。然別火山群の活動により誕生したとさ
れ、エゾナキウサギ等の野生動物や高山植物が生息しており同公園内の特別保護区に指定されている。
また、然別湖を越えて歩きでしか到達できない秘湖・東雲湖も隣接しているなど、火山が生み出した独
特な自然環境をカヤックやハイキングなどの多様なアクティビティで体感するツアーである。

■選定のポイント：

・然別湖特有の自然を、水陸両方から楽しむことができる。

■撮影日：令和2年6月28日（日）、9月15日（火）

■ガイド：

【アクティビティガイド】
然別湖ネイチャーセンター 島田和明氏、

石川昇司氏
Adventure Hokkaido合同会社 吉川彩香氏、

荒井一洋氏
TREE LIFE 荒田康仁氏
【地域の人・スポット】
Cafe bubanchi

■アクティビティ：
・カヤック
・トレッキング

映像意図 ５つの体験価値キャプチャ

然別湖カヤックツアー
大雪山国立公園唯一の自然湖を
カヤックで楽しむ。

健康であること
ローインパクト

東雲湖ネイチャートレッキング
カヌー・徒歩でしかアプローチでき
ない、北海道三大秘湖。然別湖特
有の自然を体感する。

健康であること
今までにないユニークな体験
ローインパクト

地元食材のランチ
ガイドのなじみの地元の食材にこ
だわったカフェでランチ

健康であること
ローインパクト

白雲山登山
然別湖を陸（山）から確認できる白
雲山の登山。

挑戦
健康であること
ローインパクト
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【帯広】

2-2-5. 帯広エリア

■エクスカーション名 ： 農業王国・十勝で食と交流を楽しむ旅

■ストーリー：十勝と言えば日本の食糧庫と言われるほど、農業生産が盛んな地域。その礎を気づいた
のも開拓時に汗を流した先人たちの苦労があってこそ。開拓時に人々の生活と作業を支えた馬搬から
始まり、十勝の農業から現代の食を楽しむツアー。

■選定のポイント：

・十勝の主幹産業である大規模農業を、始まりから口に入れるところまでを体感できる
・現地ガイドカンパニーの商品としても一部が成立している

■編集日：令和2年10月20日（火）-21日（水）

■ガイド：

【アクティビティガイド】
いただきますカンパニー
大嶋 成美氏、岡野香子氏

【地域の人・スポット】
道下広長農場 道下公浩氏

■アクティビティ：
・交流体験

映像意図 ５つの体験価値キャプチャ

ガイドとのミート／馬搬体験
開拓時の人々の生活を支えた馬
搬。ガイドからレクチャーを受けて、
実際に体験をしてみます。

挑戦
今までにないユニークな体験
自己変革
ローインパクト

畑ピクニック
時期によって異なるピクニック会
場。地域の現代の農業に直に触
れ、その食を楽しみます。

今までにないユニークな体験
健康であること
ローインパクト

夜の街ぶら
現在の十勝の食を体験する、夜の
プログラム。十勝の街をガイドとぶ
らり巡りながら、地元の人との交
流を楽しみます。

今までにないユニークな体験
挑戦
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2-3. 地域ごとのネットワーキングイベントの開催

2-3-1  目的

これまで観光に携わっていない「非ガイド層」を中心としたネットワークの形成と、「ATを掴み切れていない
ガイド層」のATへの理解促進、および地域機運の醸成を目的として開催した。

2-3-2  実施概要
開催場所の選定にあたっては、全道各地からの参加が比較的容易であり、かつATの実践者や、農家・漁家

などの非ガイドかつ潜在的に興味関心がありそうな層が多いと思われる5地域を選定した結果、下記5か所と
なった。また各会場の講師については、全道のAT実践者を選定し、参加者に他のエリアの実践例を学ぶこと
ができるよう、その講師が普段事業エリアとして設定していないエリアの会場での講演を依頼した。

ATの実践事例や持続可能な観光に関する情報提供、及び実践的なモデルプランづくりを見据え、互いの
情報を交換できる場として機能させるべく、実践例としての前述の動画撮影、実践者の講演、理解促進の
ためのワークショップの3本立てとし、企画・運営を行った。
実施内容としては、下記の内容を基本にイベントを組み立てた。

①ATの基礎知識
※白老会場、弟子屈会場は荒井氏に講演と共にお話いただく。

②AT実践者の講演（ATを身近に感じてもらえるような実例紹介）
③ATの取り組みに関する情報提供や、地域モデルプランの映像上映
④ATのモデルプラン造成に関するワークショップ

参加者の募集方法としては、北海道運輸局からの各行政や観光協会、DMOなどへの告知文のメール配布の他、
これまでに観光による地域づくりや体験型観光に携わってきた地域関係者へのメールや電話、対面での案内を
行った。
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2-3-3  講師略歴
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小樽市出身、北海道黒松内町在住。大学を卒業後、イギリスに10年間滞在し、
美術とメディアコーディネーターとしてロケ地の紹介や、ロンドンの旅行会社で
添乗員として勤務。日本へ帰国し、3年間豊富町で自然の保全活動に勤しんだ
後、2011年に 黒松内町に移住し、黒松内町観光協会を社団法人化。現在は
黒松内町観光協会長として移住促進や観光資源の開発に取り組む。

⼀般社団法⼈⿊松内町観光協会 事務局⻑ 本間崇⽂⽒

1951年生まれ。鶴雅リゾート海外事業部部長。あかん湖鶴雅アドベンチャー
ベースSIRIの事業部長でもあり、ガイドとしても活躍している。地元のフィールド
を知り尽くしたフィッシングガイドの第一人者。 全日本ノルディック・ウォーク連
盟に所属しており、ウォーキングライフマイスター、 SAJスキー検定 1級、な
どの資格も保有している。

鶴雅リゾート株式会社取締役アドベンチャー事業部 部⻑ ⾼⽥茂⽒

1977 年生まれ。札幌市出身。ニュージーランド・Lincoln University・Bachelor
of Parks,Recreation, Tourism Management(国立公園管理と自然保全専攻）を
2000 年に卒業。2010 年、北海道大学大学院・ 観光創造専攻修士課程にて
「エコツアーのコスト構造とシャドーワーク」について研究。北海道東川町に
移住し、2001 年に「大雪山自然学校」を設立し、2015 年に NPO 法人化。エコ
ツアーや大雪山国立公園・旭岳エリアの自然保護対策事業を行い、「利用者
による環境保全の仕組みづくり」に取り組む。

福島県いわき市出身、札幌市在住。帯広畜産大学 生物資源化学科を卒業し、
北海道森林管理局で国有林の管理・経営、林業の普及啓発、森林インストラ
ターとして森林環境教育に携わる。2005年にオーストラリアにてTESOL（英語
教授法）資格を取得、英語講師として英語レッスン提供を開始。全国、全道で
観業向けの『おもてなし英会話セミナー』を行い、森林インストラクターの経験
を生かした「森林講座」や、英語講師＆英語ガイドの養成講座など、「英語×
接客×観光」が織りなすユニークな講座を展開している。、

通訳案内⼠／英語⾃然ガイド ⾺上千恵⽒

北海道アドベンチャートラベル協議会（HATA） 会⻑ 荒井⼀洋⽒

◆白老会場 ・ 弟子屈会場

◆ニセコ会場

◆旭川会場

◆帯広会場

2-3.地域ごとのネットワーキングイベントの開催
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① 事前告知

2-3-4 事前告知・事前配布資料

2-3.地域ごとのネットワーキングイベントの開催
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① 事前告知

2-3.地域ごとのネットワーキングイベントの開催



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

22

② 参加者 事前ワークシート

ATのモデルプラン造成に関するワークショップのネタ出しを効率よく行うため、参加者に対し事前に
ワークシートを送付し、当日持参いただいた。

2-3.地域ごとのネットワーキングイベントの開催
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①新型コロナウイルス感染拡大防止のために施した内容

1 アルコール消毒液の設置

2 館内消毒・換気・広めの席配置

3 運営関係者の検温・マスク、フェイスシールドの着用の徹底・手指の消毒

4  ご来場者の検温・マスクの着用・手指の消毒

5  入場管理の徹底

全参加者（出展者・来場者・その他関係者等）の氏名、連絡先を把握し、

必要な際は保健所への連絡に使用する。

6 ソーシャルディスタンスの確保

会場におけるレイアウト調整（密を避けるレイアウト）

受付スタッフはフェイスシールドとマスクの着用を
必須とし、参加者にも入場時の手指の消毒、マスクの
着用の徹底を促した。

【新型コロナウイルス感染拡大対策防止の様子】

イベント開始前には、新型コロナ新型コロナウイルス拡
大防止対策についての説明をスライドに投影。

グループワークの発表時には、発表者のみ
スピーカー席で発表を行った。

グループ同士の間隔と、席の間隔を広くとり、
配席を行った。

2-3-5  実施事項（当日共通）

23
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② ATに関する情報提供（ニセコ、旭川、帯広共通）

  

  

  

 

ATに対し、基礎知識がない層に向けての情報提供として、北海道宝島旅行社の鈴木からアドベン
チャートラベルとは何か、の説明を行った。
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③ ワークショップ説明「AT商品開発のポイント」.
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③ ワークショップ説明「AT商品開発のポイント」.
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④ ATに関する情報提供資料 ※白老、弟子屈会場では荒井氏の講演に組み入れた。
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④ ATに関する情報提供資料 ※白老、弟子屈会場では荒井氏の講演に組み入れた。
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④ ATに関する情報提供資料 ※白老、弟子屈会場では荒井氏の講演に組み入れた。
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⑤ 個人ワークシート.
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⑥ ワークシート.
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①会場参加者及びワークショップグループ分け

2-3-6 白老会場

エリア ご所属 お名前 グループ

1 豊浦 噴火湾とようら観光協会 田中　博子 1

2 白老 公益財団法人アイヌ民族文化財団 徳間　貴之 1

3 札幌 ゆっくりずむ北海道 宮川　幸史 1

4 洞爺湖 レークヒル・ファーム 塩野谷　通 1

5 札幌 農林水産省北海道農政事務所 蝦名　理恵 1

6 白老 白老町　個人ガイド 白戸　遥 2

7 壮瞥 ワカサリゾート㈱有珠山ロープウェイ 飯田　理 2

8 札幌 近畿日本ツーリスト 若木　なつみ 2

9 黒松内 黒松内町観光協会 本間　崇文 2

10 白老 フリー 飯島　舞 2

11 壮瞥 壮瞥町商工観光課 三松　靖志 3

12 札幌 明星自動車(株) 久末　裕之 3

13 札幌 北海道経済部観光局 作山　誠 3

14 白老 公益財団法人アイヌ民族文化財団 木幡　弘文 3

15 黒松内 黒松内町観光協会 澤田　奈那恵 3

16 登別 登別ゲートウェイセンター 小林　芳恵 4

17 洞爺湖 洞爺ガイドセンター 小川　裕司 4

18 札幌 北海道経済部観光局 渡邊　美香 4

19 洞爺湖 洞爺湖町経済部観光振興課 矢野　和男 4

20 札幌 農林水産省北海道農政事務所 森定　佳美 4

21 伊達 大雄寺 奥村　孝裕 5

22 伊達 Sotoasobu 江川　理恵 5

23 札幌 公益財団法人アイヌ民族文化財団 菅野　孝司 5

24 平取 株式会社NEPKI 米澤　諒 5

25 日高 自然考房 Nature Designing 鈴木　宏紀 5

26 千歳 自然栽培ただし～農園 高橋　正 6

27 登別 登別ゲートウェイセンター 紺野　由美子 6

28 札幌 北海道経済部観光局 中畑　颯 6

29 平取 株式会社NEPKI 米田　哲雄 6

30 富良野 ＮＰＯ法人富良野自然塾 岸上　夏樹 6

31 パドルストリート 成田 6

32 白老 国立アイヌ民族博物館 劉高　力 7

33 平取 平取町立二風谷アイヌ文化博物館 杉山　邦広 7

34 旭川 ノーススター・ランゲージサービス クレイグ・マレー 7

35 胆振 胆振総合振興局商工労働観光課 中川　賢一 7

36 日高 新ひだか町役場 高橋　大悟 7

37 支笏湖 (株)オーシャンデイズ 相澤  浩一 8

38 旭川 ノーススター・ランゲージサービス 古越　万紀子 8

39 白老 白老観光協会 矢尻　翔太 8

40 室蘭 スターマリン(株) 伊藤　京香 8

41 胆振 胆振総合振興局商工労働観光課 山下　知子 8

エリア ご所属 お名前

1 天塩 天塩町地域おこし協力隊 久保　綾香

2 八雲 Discover Southern Hokkaido 赤井　義大

3 函館 Discover Southern Hokkaido 山田　紗織

4 大沼 Discover Southern Hokkaido 山口　颯一朗

5 鹿部 Discover Southern Hokkaido 金澤　佑

6 - Discover Southern Hokkaido 堀内　深雪

7 - Discover Southern Hokkaido 深田　麻友

8 札幌 北海道開発局 長南　哉

9 小樽 小樽観光協会　(有)ロフティー 澤井　雄三

10 千歳 ザ・ノースカントリーゴルフクラブ 佐々木　智秀

11 - 日本航空(株) 伊藤　宏樹

12 - 日本航空(株) 笠谷　尋一

13 - 日本航空(株) 根尾　奈那

14 - 日本航空(株) 長谷川　たけし

15 - (株)ジャルパック 阿部　縦雄

16 - (株)ジャルパック 平子　至

17 - (株)ジャルパック 伊東　和夫

18 - (株)ジャルパック 増野　景子

19 - 日本航空(株) 小比類巻　強

20 - 日本航空(株) 久住　涼二

21 - 日本航空(株) 前田　瑞貴

22 - 日本航空(株) 齊藤　功一

23 - 日本航空(株) 越　桂二郎

24 - 日本航空(株) 谷口　由紀

25 - 日本航空(株) 山内　聖美

26 - 日本航空(株) 馬場　香織

27 - 北海道グローバル・コーポレーション合同会社 釜田　静子

28 - フリーランス 村上　さいち

名前

1 倉信　二朗

2 森　　恭兵

3 岩城　国松

4 鈴木　宏一郎

5 梶田　奏絵

6 雨池　さやか

7 小濱　有希子

8 齊藤　みずき

9 常井　玄

(株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部

(株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部

北海道運輸局観光部観光企画課　地域第一係長

北海道運輸局観光部観光企画課（浦河町派遣）

(株)北海道宝島旅行社　代表取締役社長

(株)北海道宝島旅行社　営業部

(株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部

(株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部

北海道運輸局観光部観光企画課長

所属

名前

1 荒井　一洋北海道アドベンチャートラベル協議会

所属

名前

1 岩田　昌之

2 菊地　敏孝

北海道観光振興機構

北海道観光振興機構

所属

◆現地参加 ◆オンライン参加

◆講師

◆オブザーバー

◆事務局

現地参加 オンライン参加 合計人数

41 28 69

32
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②イベントの様子

2-3-6 白老会場

 

荒井一洋氏による講演を実施。AT の基礎およ

び、実践例を説明頂いた。 

 

胆振エリアの動画上映・解説。 

 

ワークショップ-実施方法説明- 

 

ワークショップ中 

 

ワークショップ-発表- 

 

講評 
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③ワークショップと成果

当日は8グループに分かれてワークショップを実施した。
各グループが作成したワークシートの内容をまとめると次の通りになる。

大まかな地域の特性として、国立アイヌ博物館が開業したことによる「アイヌ文化」、有名温泉地であ
る登別や洞爺湖がエリア内にあることによる「火山」や「温泉」を意識した内容となっている。
アクティビティとしては比較的軽度の登山や文化体験となっており、いずれもアイヌ文化の「自然との

共生」を意識したアクティビティや行程のつくりとなっている印象があった。
同様に、「アイヌ文化を継承している人と出会える」環境により、語り部や文化を直接教えてもらうよう

な文化体験が目立った。

2-3-6 白老会場

【白老会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 美しい自然を通して身近なアイヌを学ぶ

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・クリやカヤック（冬：アイスウォーク）・バードウォッチング
・地元の食材をローカルなお店で楽しむ
・断崖を巡る観光船
・アイヌ民話に触れる

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 観光船で断崖を巡り、アイヌ語 来の地名をアイヌ民話や神話から学ぶ。
 ウポポイで で得た知識を深める。
 バードウォッチングでアイヌの地名 来の を観察
 クリやカヤック

  地域らしさ ・アイヌ文化
・美しく豊かな自然

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【ユニークさ 挑戦的要素  クリやカヤック、アイヌ文化
【自己変革】他文化を通じて自分化に気づく、そのきっかけとなる
【環境配 】美しい自然の中でのアクティビティ体験から自然環境保護に対
する

意識が高まる。
【健康獲得】 やカヤックで適度な 労感

【白老会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー
  コンセプト 「北海道×火山×人＝ 」～火山の恵みを目一 味わおう ～

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・カヌー、ガイド付きトレッキング、火山の恵みを味わう（おかわりプラン）
・温泉
・ガイド付トレッキング、天然足湯体験、鮭の遡上ツアー

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 ち っと歩こう（ガイド付きトレッキング）
 遊びつくせ（カヌー、足湯体験、鮭ツアー）
 おかわりプラン（食とアクティビティ）
 あなたの答えは （ディナー報告会）

  地域らしさ だって、火山だから。

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

ー
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【白老会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー 北海道のライトユーザー向け
  コンセプト ディープな北海道（あなたの知らない世界）

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・ウポポイを含む白老まちなか
・温泉（足湯、ホテルなど）リラックス
・ジオパーク（軽登山、トレッキング）
・ の自然（黒松内の森と と食と人）
・後半は 裕を残す日程にするー 

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 新千    白老まちあるき 白老  登別 
 登別（足湯） オロフレ  洞爺湖有珠山ジオパーク 洞爺湖温泉 
 洞爺湖温泉 後志（黒松内）アクティビティ釣り、ブナトレッキング グラン
ピング 
 後志地区 小樽  後志地区（フリータイムも） 札幌 
 札幌 新千    

  地域らしさ 白老～歴史文化
洞爺湖～景観・ 災文化・味
後志～自然・人・体験・水

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【自己変革】アイヌ文化とは他者（物）への敬 な気持ち  が身に置きかえ
【ユニークサ】深く長く全てを楽しませる行程
【健康獲得】トレッキング 温泉
【環境配 】移動手段以外はほぼ自然のまま活用している（特に黒松内）
【地域貢献】団体ツアー向けではない場所にも 点をあてて地域全域を『宝』
としている。

【白老会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー
  コンセプト 生きたアイヌ文化と大地の恵み

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

ウポポイ、二風谷コタン、ア ロ海岸、沙流川ジオパーク

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 アイヌに 来のある自然とアクティビティ（チプサンケ）
 ウポポイ
 交流とものづくり（  、木 り ）
 大地の恵みを楽しむ（温泉、くだもの）

  地域らしさ アイヌ文化を伝承している人々と交流できる。

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【自己変革】人間と自然の関係性を 認識

【白老会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー 主人公になりたい人

  コンセプト 北海道文化の主人公
  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

 アイヌ文化 
・木 ・    芸
・料理・   踊
・馬牧場の農業体験 ・乗馬

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 馬との出会い ・馬セラピー（触れ合い）
  乗馬レッスン 一人で乗馬 景 を見に行く 馬湯でリラックス
 アイヌコタン散策 伝  芸に触れる 夜語り部さんに話を聞く
  芸体験     踊
 馬（動物） アイヌ文化（他文化）
全てを含む地球の歴史を知り共有する

  地域らしさ ・北海道から地球の全て

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

上記参 

③ワークショップと成果

2-3-6 白老会場
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【白老会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー、人生につかれた人

  コンセプト アイヌ（自然）と から学ぶ シンプルライフ

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

ー

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目：白老ウポポイ見学、登別温泉泊
 日目：有珠ガイドウォーク、お 体験、座 登別温泉泊
 日目：山菜取り、鮭釣り、料理、語り部 日高（二風谷）でキャンプ

  地域らしさ ・白老、二風谷で学ぶアイヌ文化
・ 達、有珠で学ぶ和人文化とアイヌ文化の共生
・自然の中で自分を見つめる時間を っくり過ごす

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

・自分自身のライフスタイルの見直し
・アイヌと   という意外性
・座 体験と自然の中でのキャンプ
・環境（アイヌ文化から学ぶ自然との共生）

【白老会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト この地域ならではの食と交流を楽しむ。
  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・白老町 アイヌ文化
・地産地消の食
・火山の恵み
・洞爺湖国立公園

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 白老アイヌ文化（ウポポイ、地域の人との食）  泊目：白老
 洞爺湖町 火山を学ぶ

カヌーを楽しむ  泊目：洞爺湖温泉
 食材 し（豊浦ホタテ釣り、牧場、ワイナリーチーズ他）  泊目：牧場キャ
ンプ
 札幌（森  市をたのしむ）

  地域らしさ 食と交流
・農家さん、漁師さん、地元の人（アイヌ文化を受け継ぐ方）

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

ユニークさ・・・豊浦のホタテ釣り体験
 他では体験できない。

地域貢献・・・食材を調達して、地域にお金をおとす。

③ワークショップと成果

2-3-6 白老会場

【白老会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト アイヌ人と日本人の人と自然の歴史の流れをたどろう

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

あ の 釣り

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

白老 アイヌ民族博物館 森 カムイに感 する 
有珠山 地球の起源 火山 米
 達  文文化  塚 日本 
黒松内 あ の 釣り
支笏湖      体験 キャンプ

  地域らしさ 人、自然環境、歴史

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献
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名前

1 作山　誠

2 渡邉　美香

3 大和　寛

4 菊地　敏孝

（一社）釧路観光コンベンション協会

(公社)北海道観光振興機構

所属

北海道経済部観光局

北海道経済部観光局

①会場参加者及びワークショップグループ分け

2-3-7 弟子屈会場

名前

1 荒井　一洋北海道アドベンチャートラベル協議会

所属

◆現地参加 ◆オンライン参加

◆講師

◆オブザーバー

◆事務局

エリア ご所属 お名前

1 ー 日本航空(株) 佐藤　博文

2 ー 日本航空(株) 越　桂二郎

3 ー (株)ジャルパック 遠藤　剛樹

4 ー (株)ジャルパック 安武　笑

5 ー (株)ジャルパック 妙木　章則

6 北海道 北海道開発局 長南　哉

7 釧路 釧路市産業振興部阿寒観光振興課 下田　和弘

8 釧路 釧路市産業振興部阿寒観光振興課 秋葉　薫

9 釧路 釧路市産業振興部阿寒観光振興課 神谷　賢尚

10 釧路 釧路市産業振興部阿寒観光振興課 天内　武範

11 釧路 釧路市産業振興部阿寒観光振興課 矢幡　篤史

12 釧路 北海道釧路総合振興局 辰身　英明

13 中標津 なかしべつ観光協会 勢子　浩之

14 南富良野 南富良野まちづくり観光協会 小林　茂雄

15 中標津 知床ねむろ観光連盟 佐々木　亮介

37

現地参加 オンライン参加 合計人数

49 15 64
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②イベントの様子

2-3-7 弟子屈会場

 

荒井一洋氏による講演を実施。AT の基礎およ

び、実践例を説明頂いた。 

 

釧路・オホーツクエリアの動画上映・解説。 

 

ワークショップ-実施方法説明- 

 

ワークショップ中 

 

ワークショップ-発表- 

 

講評 
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③ワークショップと成果

当日は9グループに分かれてワークショップを実施した。
各グループが作成したワークシートの内容をまとめると次の通りになる。

大まかな地域の特性として、3つの国立公園が隣接する地域であることから、国立公園を意識した自
然を体感するコンセプトが目立った。また日本遺産に認定された「鮭の聖地の物語（根室管内）」があ
るため、鮭をテーマにした旅程も見られた。
アクティビティの傾向として、やはり国立公園を活用した大自然を楽しむアクティビティが多く、中でも

トレッキングやカヌーを上げるグループが多い印象である。その他、漁業や酪農が盛んな地域ならで
はの漁業体験や酪農体験など、地域の産業にスポットを当てた行程等も見られた。

2-3-7 弟子屈会場
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③ワークショップと成果

2-3-7 弟子屈会場
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③ワークショップと成果

2-3-7 弟子屈会場

【弟子屈会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 釧路川で結ばれた２つのナショナルパーク

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

認定ガイドと行くアトサヌプリトレッキング

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 ＜サイクリング＞  川湯エコミュージアム 川湯～キンムト （砂湯、地
の湯）
 ＜トレッキング＞アトサヌプリトレッキング（ガイド付）
 ＜アトサヌプリ＞～歴史、温泉（川湯）、アイヌ文化
 ＜トレッキング＞ 周岳～火山、カルデラ
 ＜カヌー＞釧路湿原、 木関係、（ 岡展  ）
 ＜タンチョウ＞エサ場づくり

  地域らしさ カルデラが創り出した 屈斜路湖・ 周湖
その地形から発生した釧路川という流れに って育まれてきた自然環境と
人の営み

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

ー

【弟子屈会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー
  コンセプト  感で感じる道東～３つの国立公園でつなぐ自然と食と文化を体感する旅

～

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・アトサヌプリ（  山）トレッキング

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

  満別 港   美幌  サイクリング 和琴フィールドハウス、川湯エコ
ミュージアムセンター 川湯泊
 川湯 清里 神の子  （冬）スノーシュー   周 そば ち体験（農
協職員と交流） 川湯泊
 アトサヌプリトレッキング チェックイン・セルフガイド 川湯泊
 弟子屈 サイクリング     路（ランチ、学生交流） カヌー  岡
展   釧路泊

  地域らしさ 日本最大の屈斜路カルデラ湖、世界第 位の 明度の 周湖など火山が生
み出す資源、
水の恵み、そこで育まれる文化

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【健康獲得】川湯温泉（ 酸性）
【地域貢献】  高校生徒のランチ交流、農協職員との交流・体験
【環境配 ・挑戦的要素】スノーシュー、サイクリング、カヌーでの移動、ト
レッキング
【ユニークさ】アトサヌプリトレッキング
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【弟子屈会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 流氷オホーツク海から太平洋へ（ 月）

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

阿 湖から屈斜路湖までの外 山トレイル
（道東ならではの冬の美しさを体感）

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

１、網走流氷カヤックとワカサギ釣り
２－３ 阿 湖 ペンケパンケ  別  外 山
 、冬の  湿原 と      

  地域らしさ  氷と 神 り、ダイヤモンドダスト、流氷、オオワシ、オオハクチョウ

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

③ワークショップと成果

2-3-7 弟子屈会場
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エリア ご所属 お名前

1 北海道通訳案内士協会 手塚　睦

2 (株)ジャルパック 高嶋　篤哉

3 ペンションロコモーション 大越　昭博

4 ㈱コササル 金川　文子様

5 通訳案内士　フリー 岡田　始

6 天塩町地域おこし協力隊 久保　綾香

7 日本航空(株) 黒井　富美子

8 日本航空(株) 林　　優希

9 日本航空(株) 白石　将

10 日本航空(株) 市村　賢二

11 日本航空(株) 小川　弘

12 北海道グローバル・コーポレーション合同会社 釜田　静子

13 北海道開発局 長南　哉

①会場参加者及びワークショップグループ分け

2-3-8 ニセコ会場

◆現地参加 ◆オンライン参加

◆講師

◆オブザーバー

◆事務局

名前

1 北海道議会 広田　まゆみ

所属

43

現地参加 オンライン参加 合計人数

44 13 57
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②イベントの様子

2-3-8 ニセコ会場

 

北海道宝島旅行社 鈴木による AT について

の情報提供。AT の基礎を説明した。 

 

馬上千恵氏による講演。AT 顧客が求めている

ものや、どのようなガイドが AT には必要かに

ついて、通訳案内士の立場でお話いただいた。 

 

ニセコ周辺地区 動画上映・解説 

 

ワークショップ中 

 

ワークショップ-発表- 

 

最後に運輸局田中氏より全体講評があった。 
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③ワークショップと成果

当日は8グループに分かれてワークショップを実施した。
各グループが作成したワークシートの内容をまとめると次の通りになる。

大まかな地域の特性として、良質な雪で有名な地域のため、雪や冬を楽しむコンセプトが挙げられた。
また、その雪解け水が農業に関係していることから、地域の農業をコンセプトとしたツアーを考えたグ
ループもあった。
世界遺産へ向けた地域の動きもあり、 文文化関連の行程も見られた。その場合は合わせて開国

の港である函館や松前藩関連の体験も入れた行程となっている。
アクティビティの傾向としては、スノーアクティビティはスノーシューやスキーが挙げられている。産業

体験としては農家や漁家のお母さんとの料理やふれあいがあげられている。

2-3-8 ニセコ会場
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【ニセコ会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー
  コンセプト 日本の食、米どころを支える 越を知るツアー

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・トレッキング、カヤック
・農業体験、収穫、料理体験（おにぎり、お味  ）

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目：目国内山ートレッキング 農業体験
 美味しい米作りの原点を見る、知る 食べる

 日目：尻別川をツーリング（   ）、カヤック
 

 日目：海までツーリング
 日目：シーカヤック（海のものを食べる）－温泉

  地域らしさ ・農家の方との交流
・おいしいお米と海の恵みを体験、食するツアー

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【環境配 】マイボトル、排水を持ち帰る
【自己変革】米作りの原点を知る 食への意識の向上
【ユニークさ】山から海までの水野流れを感じる、知る
【地域貢献】 越米を広める

③ワークショップと成果

2-3-8 ニセコ会場

【ニセコ会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 食と自然と人で北海道を満喫してもらう

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

地元の名物母さんたちとたわむれよう 

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目（大 ）プライベートワカサギ釣りツアー
 ワカサギ漁師さんと歩いてポイントへご案内

 日目（ 雲）農家さんとネギ・温泉ツアー
 日目（長 部）浜の母さんと浜料理
 日目（ニセコ）スノーカイト  スノーモービルツアー

  地域らしさ ・生産者が自らガイド
・ニセコのパウダースノー

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【自己変革】生産の現場を知る
【ユニークさ】浜ことばの浜の母さん
【挑戦的要素】身体的挑戦（スノーカイト）
【健康獲得】温泉
【環境配 】基本、公共交通
【地域貢献】まるっと地元。生産者の新しい事業になるかも 

【ニセコ会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー（富裕層、アクティブ、アジア、   代～  代）

  コンセプト ハードコアラグジュアリー

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

スノーバイク
スノーバイク体験を通じてパウダースノーにふれてもらう

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

  日目  つ ホテル
  日目 スノーバイク体験 温泉
  日目 （ 雲）漁業体験 シーフードスープ 温泉ステイ

（  湯）
  日目 長 部アイスクリーム流木アート カニ   

チーズフォンデュ グランピング
  日目 長 部

  地域らしさ ・世界第 位のパウダースノーの体験
・ 品北海道の新鮮なシーフードのスープ
・地元の人のふれあい
・温泉

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

・限界への挑戦
・流木アートを通して環境への配 
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【ニセコ会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー 体質改善    値  以上

  コンセプト アウトドア体験でダイエットができる ロングステイができる

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

トレッキング、クライミング、サイクリング、カヌー、スカイダイビング

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 身体 定、カウンセリングの後の目 設置
 日々の体験、農業収穫、カロリーコントロール、ボディケア
 ダイエットの目 達成、スカイダイビング
 自己 定、より高みの目 を持ちつつ帰 

  地域らしさ ニセコのアウトドア 日本で か所しかないスカイダイビングの１つ
後志の味覚

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【自己変革】ダイエットによる健康
【ユニークさ】ダイエットとアウトドアの 合
【挑戦的要素】スカイダイビング
【健康獲得】上記の通り
【環境配 】移動が自  
【地域貢献】地産地消に貢献

③ワークショップと成果

2-3-8 ニセコ会場

【ニセコ会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー
  コンセプト 山から海へ～地域の産業と歴史を知る旅

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

 電海岸シーカヤック

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目：ニセコから岩内へトレッキング＆森林 
自  で山下り 海を めるコース 温泉旅館

 日目： 電岬 シーカヤック
帰厚院で住職のお話・ 社めぐり
夕食はお寿司 スナック

 日目：漁業体験 漁師との交流
地元のお母さんと海の を使った料理体験

  地域らしさ 海と山をどちらも体験でき、地域の方とも交流できる

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【自己変革】自然と人間の関係を見直す
【ユニークさ】山と海のアクティビティを一度に体験できる
【挑戦的要素】トレッキング、シーカヤック、サイクリング

 つのアクティビティを一度に体感できる。
【健康獲得】温泉入 と身体的に 理のないアクティビティ
【地域貢献】地域産業を知ってもらい、理解を深める

一つの地域に滞在する事により、経済貢献を図る

【ニセコ会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー（日本（北海道）の歴史に興味がある人）

  コンセプト 「北海道」の始まりを学び、体感し残そう（発 物、  ）

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・ 文土 の発 体験
・ の洞 クルーズ＆   
・松前藩屋 ・松前神楽（踊り）
・旅館にて藩主料理（ 様が食べてた料理）
・横 記念館にて「相 」にふれる

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目： 越海岸クルーズ＆    砂金  知内温泉（道内最古の温泉）
 日目： 文土 の発 体験 横 記念館
 日目：松前藩屋 、松前神楽（伝 芸能）

  地域らしさ 北前船で栄えた松前藩の歴史を学べる（北海道内ではここだけ ）

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【自己変革】松前藩の歴史について間近に感じる
【ユニークさ】伝 芸能である「松前神楽」を体感できる
【挑戦的要素】土 の発 
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エリア ご所属 お名前

1 上川 上川町役場 小知井　和彦

2 ー 北海道開発局 長南　哉

3 ー 北海道上川総合振興局 坂　聡一郎

4 上富良野 かみふらの十勝岳観光協会 長田　公一

5 礼文 礼文町産業課 川村　長

6 東川 Adventure Hokkaido 吉川　彩香

7 名寄 名寄市産業振興課 伊野　愛子

8 美瑛 一般社団法人 美瑛町観光協会 庄司　篤史

9 ー 日本航空(株) 大平　孝

10 ー 日本航空(株) 宮永　泰樹

11 ー 日本航空(株) 阿部　拓哉

12 ー (株)ジャルパック 窪田　富久子

13 ー 日本航空(株) 安部　圭太

14 ー 日本航空(株) 齊藤　功一

15 ー 日本航空(株) 佐藤　博文

16 ー 日本航空(株) 越　桂二郎

17 栗山 小林酒造㈱ 小林　精志

18 栗山 小林酒造㈱ 本田　壮

19 倶知安 MY ECO LODGE SDN BHD 番場　彩子

20 ー (株)プリンスホテル 江利　喜久男

21 ー 北海道開発局技術センター 芝崎　拓

22 ー 北海道開発局技術センター 富田　真未

23 ー 北海道観光振興機構 澤　康幸

24 ー 北海道観光振興機構 工藤　真司

25 阿寒 NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構  香川　謹吾

①会場参加者及びワークショップグループ分け

2-3-9 旭川会場

◆現地参加 ◆オンライン参加

◆講師

◆オブザーバー

◆事務局

名前

1 北海道議会 広田　まゆみ

所属

48

現地参加 オンライン参加 合計人数

46 25 71
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②イベントの様子

2-3-9 旭川会場

 

北海道宝島旅行社 鈴木による AT について

の情報提供。AT の基礎を説明した。 

 

高田茂氏による講演。AT の地域貢献と AT 誘

致にあたっての課題を、ガイドの視点でお話

いただいた。  

 

上川エリアの動画上映・解説 

 

ワークショップ中 

 

ワークショップ-発表- 

 

講師やスタッフより、ワークショップの講評

があった。 

 



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

50

③ワークショップと成果

当日は8グループに分かれてワークショップを実施した。
各グループが作成したワークシートの内容をまとめると次の通りになる。

大まかな地域の特性として、大雪山国立公園を含む地域であるため、大雪山を絡めたコンセプトが
多くみられた。大雪山をコンセプトとした行程としては、ただ縦走などの山を登るアクティビティだけでな
く、その恵みを活かした農業体験や、そこから生まれた歴史・文化を学ぶ行程が挙げられていた。その
ほか、極 の地を活かした雪の体験（スノーシュー・犬ぞり）や、日本遺産に認定されている上川アイヌ
を体感するラフティングなどの行程が挙げられている。

2-3-9 旭川会場



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

51

③ワークショップと成果

2-3-9 旭川会場
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③ワークショップと成果

2-3-9 旭川会場

【旭川会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー（  日間）

  コンセプト ラストフロンティア北海道（スノーシューで る）

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・バックカントリースキー、スノーシュー（富良野・旭川・旭岳・利尻島）
・犬ぞり
・フ ットバイク
・アイス（旭川）
・食ー全部

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

   美瑛 スノーシュー ダイヤモンドダスト、 、
   富良野（十勝岳） 開拓史（ラストフロンティア）、スノーシューガイド
展開 東川 冬山・火山・源水 スノーシューガイド、  
展開 旭川   ラーメン、犬ぞり、アイヌ、旭川家具、 山 造
  内 休
ピーク 利尻 スノーアクティビティ、スノーシュー
ピーク  文 ホッケ海鮮 、バードウォッチング、野生の重力、 、朝 
け
  内  内 港   

  地域らしさ 開拓 アイヌ 自然
内陸 海へ 山 海（対比）
豊かな雪＝スノーシュー

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【自己変革】開拓 火山 自然
【ユニークさ】 さ、 み入れたことのない所（雪）
【挑戦的要素】火山口に近づく
【健康獲得】たくさん歩く
【環境配 】徒歩で移動、  
【地域貢献】食・泊・ガイド

【旭川会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト サロマでしか体験できない ～オホーツク人とサロマ

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

サイクリング（冬）、トレッキング、フィッシング

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目：  オホーツク人とサロマ湖の歴史
 日目：サロマ湖展  から結氷サロマ湖体験（スノーシュートレッキング）

地場食材で屋食（料理レクチャー）
 日目：  スノーモービル  サイクリング移動 氷 シリ
 日目：ホタテ加 場見学

  地域らしさ オホーツク人
ホタテ海産
サロマ湖の歴史

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

日本の古くからの営みが環境に しいと知ってもらう
【ユニークさ】冬のサイクリング サロマでしか体験できない
【挑戦的要素】極 の中でのトレイル
【健康獲得】トレイル
【環境配 】ホタテのカラ、 場見学
【地域貢献】地元の漁師の料理（地域発信）

【旭川会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 自然（山と川）が育んだ産業・歴史の歩みを体感する

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

・下川町の山と川ー家具産業を支える源 訪する
・旭川市内のまちあるきーまちの歴史を体感する

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目：下川町の山林トレッキング（育林についてのガイドを受ける）
エコハウス美 宿泊

 日目：  下川町内の林行関連産業を営む人々を訪問
地元野菜やピザのピクニックランチ

  リバーウォーク 旭川市内泊
 日目：  旭川市内まち歩き（   道・ い物公園など）

（まちの歴史を聞きながら歩く）
ハルニレカフェランチ

  旭川家具センターで家具産業の歴史を  する

  地域らしさ 旭川家具のルーツをアクティビティを交えて学ぶ（アクティビティ×学び）

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【挑戦的要素】 日間歩き通す
【健康獲得】トレッキング、リバーウォーク、まちあるき、いずれも運動量が多い
【環境配 】下川町の林業を生かした街づくりの学習

 最先端のエコロジーの町の取り組みを通じた環境意識の高まり
【地域貢献】地域の事業者（下川町内のガイドなど）との協業
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エリア ご所属 お名前

1 阿寒 NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構  香川　謹吾

2 ー (株)ジャルパック 星川　明日香

3 ー 北海道開発局 長南　哉

4 羽幌 羽幌町 近藤　優樹

5 羽幌 羽幌町 平野　健司

6 ー 北海道開発局観光振興機構 岩田　昌之

7 猿払 猿払村 渡部　民夫

8 猿払 猿払村 成田　永遠希

9 猿払 猿払村 瀧澤　望

10 鹿追 鹿追町観光協会 大西　亮一

11 倶知安 MY ECO LODGE SDN BHD 番場　彩子

12 羅臼 知床羅臼町観光協会 若林　育代

13 ー ドラゴンツアー 幸田　順一

①会場参加者及びワークショップグループ分け

2-3-10 帯広会場

◆現地参加 ◆オンライン参加

◆講師

◆事務局
名前

1 水口　猛

2 森　　恭兵

3 岩城　国松

4 樋渡　健

5 鈴木　宏一郎

6 武田　恵

7 (株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部 齊藤　みずき

8 (株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部 常井　玄

9 (株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部 合田　紘之

10 小濱　有希子

(株)北海道宝島旅行社　営業部

(株)北海道宝島旅行社　観光地域づくり部

北海道運輸局観光部　次長

北海道運輸局観光部観光企画課　地域第一係長

北海道運輸局観光部観光企画課（浦河町派遣）

北海道運輸局　帯広運輸支局企画担当

(株)北海道宝島旅行社　代表取締役社長

所属
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現地参加 オンライン参加 合計人数

43 13 56
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②イベントの様子

2-3-10 帯広会場

 

北海道宝島旅行社 鈴木による AT について

の情報提供。AT の基礎を説明した。  

本間崇氏による講演。AT の地域貢献と AT 誘

致にあたっての課題を、ガイドの視点でお話

いただいた。  

 

十勝エリアの動画上映・解説  

ワークショップ中 

 

ワークショップ-発表- 

 

講師やスタッフより、ワークショップの講評

があった。 
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③ワークショップと成果

当日は7グループに分かれてワークショップを実施した。
※人数の不足により、合併したグループがあった。
各グループが作成したワークシートの内容をまとめると次の通りになる。

大まかな地域の特性として、開拓の歴史をコンセプトとして挙げるグループが多い印象である。生活
の糧であった農業や酪農、開拓時の貴重な動力であった馬の体験、林業とその運搬方法であった鉄
道など、文化的な学び・自己変革の要素を含んだアクティビティが挙げられていた。身体的アクティビ
ティも比較的ライトなものの傾向が く、タウシュベツトレッキングや、然別湖でのカヌーが挙げられて
いる。その他アポイ岳の登山（難易度3程度）も含まれている。

2-3-10 帯広会場

【帯広会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 十勝の大地を流れる水と人の暮らし
冬：山を る歴史  景

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

夏：川を下る 冬：冬山を堪能

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

＜夏＞
 日目：ダムで かぶ
 日目：川下り ラフティング サウナ
 日目：畑収穫体験、地元直売所見学、パン屋（水にこだわっている）
＜冬＞
 日目： からダウンヒル、スノーシュー（温泉前泊）
 日目：三 スノーシュー、林業栄 を知る（温泉）
 日目：タウシュベツ橋、ダムの歴史（昔と今を知る）、

ワカサギ釣り
 日目：然別湖越え 歩くスキー

  地域らしさ ＜夏＞
水の流れにそった十勝らしさの実感
＜冬＞
冬山 景、地域の歴史、東大雪の自然

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

＜夏＞
・食（水）に対する意識の向上
・地域の人によるサポート
・環境に対して しいアクティビティ（自  ラフティング）
＜冬＞
・歴史人に  された自然
・雪山の 略
・ 平湖温泉で健康
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【帯広会場 】
  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 十勝   年の開拓の歴史と日本一食糧基地になるまでの食生産の変 の歴史。
十勝アイヌとの関りの歴史。

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

   気球、海 歩き、平野 サイクリング、山 登山、川 ボート
豊かな大地を味わう（農家体験、収穫、野外料理） 小 を くところから始めてうどん
作り等

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

   帯広 年記念館、アイヌ 踊
展開部 食生産の現場体験、野外料理
ピーク部 海岸線砂浜歩き、サイクリング、川下り、 気球、登山の組み合わせ
   ジュエリーアイス等の 景（夕日）

  地域らしさ 十勝の食（山・川・平野・海・ 牧等全てが食につながっている）
    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

ユニークさ
厳しい環境をのりきるための知恵
（先住民族アイヌが実践してきた自然との共生）が豊かな大地をつくりだしてきた。

③ワークショップと成果

2-3-10 帯広会場

【帯広会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー レベル２

  コンセプト 十勝   年の栄   のドラマ～馬目線で十勝の開拓の歴史をたどる

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目： 年記念館で十勝   年の開拓の歴史を 部
 日目：林業で栄えた歴史を学ぶ（タウシュベツへのトレッキング）

鉄道資料館、 がし大雪自然観で 備学習
 日目：農業で栄えた歴史を学ぶ（十勝のダイナミックな畑を見下ろす）

しかりべつ湖  原展   神田日勝記念美術館 ダウンヒル
 日目：ばんえい 馬

  地域らしさ ばん馬 馬とともに生きる 

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

自己変革：十勝   年の歴史を感じることでフロンティアスピリッツを体感して帰る
ユニークさ：わずか   年の変 

【帯広会場 】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 日本の食糧庫十勝の営みを巡る旅

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

然別湖～カヌー、キャンプ
ネイチャーセンターガイドメニュー

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 日目：十勝が丘展  、十勝川温泉 モール温泉泊
 日目：いただきますカンパニー農業体験、畑ランチ、鹿追町バイオガスプラント見学

然別湖ナイトクルージング、  、集めた食材で夕食 カントリーパパ泊
 日目： 朝 気球、カヌー、農村散策、釣り、登山 カントリーパパ泊
 日目：牧場体験、ランチ、ジンギスカン チーズ料、動物化石博物館、

 牧酪農 チーズ、ラワンブキ

  地域らしさ ー

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

ー
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【帯広会場  】

  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト 日高アイヌ文化の体験

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

アイヌ  を身にまとい、火を囲み、ツアー中に集めた食材を調理し で一緒に食べる

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

・二風谷博物館でアイヌ文化を学ぶ
・アポイ登山（鹿をとる りを山 で）（アイヌの りの歌を覚える）
・定置網漁で鮭をとる（様似）
・アイヌ料理を学ぶ

  地域らしさ 暮らしに息づくアイヌ文化

    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

アイヌ文化という日 とは う文化にふれることにより、日 を相対化できる
登山で 上を目指す
地元産業のアクティビティを使い、お金をおとす

③ワークショップと成果

2-3-10 帯広会場

【帯広会場  】
  ターゲット アドベンチャートラベラー

  コンセプト  感をこえさせたいう

  コンセプトを体感できる
メインアクティビィティ

キャンピングカー ナイトサフ リ、  、カヌー、サイクリング、   セット、   
 ガ、

釣り、ドラム 

  ストーリーを含んだ旅程
   
 展開部
 ピーク部
   

 安全
 北海道のこわさ（深さ）を学ぶ
 自然の  味を味わう
 生きる喜び（野生）

  地域らしさ 温泉、えぞ鹿（ ）、ヒグマ、鮭、流氷、道産野菜、アイヌ、海の 、雪
    要素の盛り込み
～自己変革
～ユニークさ
～挑戦的要素
～健康獲得
～環境配 
～地域貢献

【地域貢献】宿泊施設がなくても人が来る
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2-3. 地域ごとのネットワーキングイベントの開催

2-3-11 アンケート結果

北海道アドベンチャートラベルミーティングを対象に下記の様式にてアンケートを実施した。アンケー
トは全日程参加および日程のいずれかに参加した人を対象に実施した。

＜北海道アドベンチャートラベルミーティングのアンケート様式＞
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①アンケート回収率

参加者のアンケート回収状況は下記の表のとおりとなった。
ニセコ会場、弟子屈会場の2会場が70％を超える回答者数となっており、ATへの関心の高さがうか

がえる。
また、現地参加者とオンライン参加者を比較すると、どの会場もオンライン参加者からのアンケート

の戻りが極端に低い傾向がある。中でも旭川会場、帯広会場は0となっている。理 としてはすべての
会場のオンライン参加者がほぼ同じであったこと、オンライン参加者はワークショップの参加ができな
かったことが考えられる。（アンケート回収に関しては、イベント 了直後にメールで催促、および1週
間後に未回答者に対し、催促を行っている。）
今後は、オンラインの参加者同士でのワークショップを実施するなどの 夫を行い、改善を図ってい

く必要がある。

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

   

   

   

  

   

  

   

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

                                 

帯広

旭川

ニセコ

弟子屈

白老

全会場

回答者属性

  行政、観光協会、     観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  観光事業者（ガイド）   観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  地域の い手   その他

②回答者属性

回答者属性は、アンケートの回答結果より下記の通りとなった。
全体的に行政、観光協会、DMOに所属している回答者が多く33%を占めているが、ニセコ会場は地域

の い手（農家、漁業者、その他）の方が31%と他の会場より高い割合を示した。
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各会場、各所属共に7割以上の「とても参考になった」「やや参考になった」の回答が得られる、満足
度の高いプログラムであった。特に巻き込みを図りたい属性である「地域の い手」については「やや
参考になった」以下の選択肢は見られない回答となった。

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

弟子屈会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

   

   

   

    

   

   

   

   

  

   

  

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

ニセコ会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

   

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

旭川会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった

    

    

    

   

   

   

   

   

     

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

帯広会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった

③情報提供／AT実践者の講演

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

  

  

  

  

                                 

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

全会場

  とても参考になった   やや参考になった   ふつう

  あまり参考にならなかった   まったく参考にならなかった 未回答

   

    

   

   

   

   

   

   

   

   

                                 

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

白老会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった

【自 回答抜粋】
「とても参考になった」・・・ATを知らなかったので参考になった。実践例が聞けてよかった。たくさんの方々

と話すことによって視野が広がりました。
「やや参考になった」・・・ 以前も聞いたことがある内容。実践者の講演なので参考になった。海外の成 

事例やそこまでのストーリーを知れたらと思いました。
「ふつう」 ・・・ 何度も聞いた内容だったので。専門的なだけでなく広域に っており、関心は

したが実行が不能。画面が小さく文字が見えなかった。
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  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

全会場

  とても参考になった   やや参考になった   ふつう

  あまり参考にならなかった   まったく参考にならなかった 未回答
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各会場、各所属ともに「とても参考になった」「やや参考になった」の選択が7割以上の満足度の高い
プログラムであったが、自 回答を見ると、「初めて会った人とのやり取りでまとめまでに時間がか
かった」など、フ シリテートや実施方法に 夫が必要な旨の記載があった。しかし、異業種の人との
やり取りがあり良かったなどの回答もあり、総じて高評価。

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

                                 

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

白老会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

旭川会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった

    

    

    

   

   

   

   

   

     

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

帯広会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

④ワークショップ

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

   

   

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

弟子屈会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

ニセコ会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

【自 回答抜粋】
「とても参考になった」・・・コンセプトの大切さと、アクティビティの関係が  になった。他地域の魅力を

知ることができるきっかけになった。
「やや参考になった」 ・・・ 々な意見交換ができて参考になった。もう少し絞ったテーマで。内容は良かっ

たが、まとめる時間が足りなかった。
「ふつう」 ・・・ 初めて会ったメンバーでは 力なリーダーシップをとることもできないため、それ

ぞれに遠 しそれなりのものになってしまう。目的がち っと不明でした。時間
が少なく感じました。
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  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

全会場

  とても参考になった   やや参考になった   ふつう

  あまり参考にならなかった   まったく参考にならなかった 未回答
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全体8割以上が「とても参考になった」「やや参考になった」と回答した。評価の理 として異業種の
人々と会えたこと（ネットワークができた）、ATについて理解が促進したことが主な理 として挙げられ
ていた。

    

   

   

   

   

   

   

   

  

   

   

   

   

  

      

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

弟子屈会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

    

   

   

   

   

   

   

   

   

  

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

ニセコ会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

   

   

    

   

   

   

   

   

   

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

旭川会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

    

    

    

   

   

   

   

   

     

   

   

                  

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

帯広会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった 未回答

⑤イベント全体を通した評価

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                                 

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

白老会場

  とても参考になった   やや参考になった

  ふつう   あまり参考にならなかった

  まったく参考にならなかった

【自 回答抜粋】
「とても参考になった」・・・ＡＴツアー造成における考え方、組み立て方を学ぶことができて大変良かったで

す。造成する楽しさもあり、また、 々な方と情報交換できてよかった。
「やや参考になった」 ・・・様々な業種の方とお話もでき有意義でした。関係者同士の連携 化という目

的は達成できたと感じる。その意味ではワークの総評が若干厳しく感じました。
「ふつう」 ・・・ オンライン参加のため音声の中断で話の内容がハッキリしないところがあった。

ワークショップの時間が少なく感じました。
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全体で10％を超えた項目は「地域とのコミュニケーション（事業者との連携）」「地域の戦略作り」「2次
交通」「外国語対応」「ガイド事業やガイド育成」である。
各属性における傾向としては、各属性ともに「地域とのコミュニケーション（事業者との連携）」が一番

の課題に思っている事項であった。

【各属性における傾向】
1.行政、観光協会、DMO・・・他の属性より「KPI、KGI、効果 定」を挙げている割合が高く、地域の施
策に対する費用対効果の 定方法について関心が高い傾向がある。

2.観光事業者（旅行会社、交通事業者）・・・ 「地域とのコミュニケーション（事業者との連携）」「地域の
戦略作り」の関心が高く、同様に「2次交通」の項目も比較的高いことから、他の事業者との連携によ
る価値の創造や、それによる地域の売り出し方に関心があるといえる。

3.観光事業者（ガイド）・・・ 「地域とのコミュニケーション（事業者との連携）」 「ガイド事業やガイド育成」
の関心が高く、自身のスキルアップや新たな商品価値の創造に関心があるといえる。しかし「品質管
理・リスクマネジメント」の項目がそこまで他の事業者と割合が変わらないことを考えると、その点で
の理解促進が必要だと感じる。

4.観光関連（宿泊、施設、飲食店）・・・ 「地域とのコミュニケーション（事業者との連携）」 「2次交通」「旅
行商品の造成、販売」「外国語対応」が他の属性と比べ割合が高く、誘客とその対応についての関心
が高い。

5.地域の い手・・・「地域とのコミュニケーション（事業者との連携）」 「ご当地商品の開発、売り方」「民
泊、農泊等多様な受入体制の構築」の割合が高く、地域の人との連携で新たな商品づくりをし、自ら
も何等かの形で参画していきたいと感じていることが読み取れる。

⑥観光の課題

   

   

   

   

   

   

   

  

   

   

   

   

  

   

  

   

  

   

   

   

  

   

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

   

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

  

  

                                 

  その他

  地域の い手

  観光関連（宿泊、施設、飲食店）

  観光事業者（ガイド）

  観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  行政、観光協会、   

全体

  地域とのコミュニケーション（事業者との連携）   地域の戦略作り    次交通   旅行商品造成、売り方

  ご当地商品の開発、売り方   外国語対応   新規顧客、リピート客の確保   品質管理、リスクマネジメント

  民泊、農泊等多用な受入体制の構築    顧客の旅行消費行動トレンド    デジタル、   マーディング（リサーチ）    デジタル、   マーディング（プロモーション）

      、  等先進 術の観光 域への 入    ガイド事業やガイド育成       、   、効果 定    その他

地域ごとのネットワーキングイベントのアンケート結果より、全属性において地域とのコミュニケーショ
ン（事業者連携）が課題と感じていることが読み取れた。イベント全体の感想に「 々な方と情報交換
できてよかった」などと記載があり、かつ全属性で「参考になった」との回答が大多数を占めていること
から満足度の高いイベントであったことがうかがえる。
また、「非ガイド層」「ATを掴み切れていないガイド層」である地域の い手についても同様の結果で

あり、イベントの当初の目的である「非ガイド層」「ATを掴み切れていないガイド層」の巻き込みについ
て、十分な効果が得られたと言える。
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開催日 エリア コース名

1 令和3年
2月 4日(木)
10:00～17:00

白老町 白老アイヌのルーツをたどる
～歴史巡り・森歩き・文化体験ツアー～

２ 令和3年
2月 4日(木)
8:00～15:00

網走市 北方民族
オホーツク人の足跡をたどるツアー
～ワカサギ氷下漁見学とバードウオッチング～

３ 令和3年
1月26日(火)

10:00～16:00

 越町 米の産地 越で、おいしいお米の秘密を る
～スノーシュー ツアー～

 令和3年
1月20日(水)
9:30～14:00

美瑛町 丘のまち・びえいをめぐる
～丘のスノーシューツアー～

５ 令和3年
1月22日(金)
13:00～16:00

上士幌町 十勝・糠平の歴史を る
～冬のぬかびらスノーシューツアー～

2-4-1.目的
地域ごとの冬の日帰りのATエクスカーションを造成し、地域関係者に実際に体感していただいた。当初

は地域ごとのネットワーキングイベント前に実施 定であったが、各イベント参加者が出した意見を基に
ATエクスカーションを組み立て、さらに体験した方が理解が促進し、巻き込みの効果が大きくなることから
冬の開催とした。目的としては下記の通りである。

・「非ガイド層」「ATを掴み切れていないガイド層」ATへの理解促進と地域機運の醸成
・全道5か所の地域イベント参加者がワークショップで出したアイディアを体験してもらう。
・事業 了後も地域が持続的に各々で繋がりを深めてもらい、関係者の裾野の拡大を図る。

2-4. 地域ごとのAT機運の醸成 冬のモニターツアー

2-4-2概要
ATエクスカーションのモニターツアーを企画運営するにあたり、地域と内容の選定については、下記の通り

行った。
・地域イベントで出たアイディアやコンセプトを活用する。
・事務局にて上記アイディアをAT視点で組立て直した。

同様にエクスカーションの実施に当たって、事前にMICを周知し、かつ本番についてもスルーガイドをつけて
の全体説明なども実施した。

※   （Minimum Information for Customers）・・・全体の行程と内容、必要な携行品や 備、期待できる体験、
体験上の注意点、事前に取得すべき顧客情報（年齢や身長等）、保険加入の有 （顧客側での加入要否）等
に関する情報など、旅前に旅行者が得るべき最小限の情報

参加者の募集方法については、北海道アドベンチャートラベルミーティング各会場の参加者へメール送付の
他これまでに観光による地域づくりや体験型観光に携わってきた地域関係者へのメールや電話、対面での案
内を行った。



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

65

2-4-3.コース概要

 
コース１．白老アイヌのルーツをたどる 

～歴史巡り・森歩き・文化体験ツアー～ 
  （難易度 1：緩やか 1時間程度の森歩き） 

2020 年に国立アイヌ民族博物館を含むウポポイ（民族共生象徴空
間）が開業した地である白老で、過去の白老アイヌの歴史を知り、現
代に技術を受け継ぐ伝承者と手仕事体験を通して交流をすること
で、北海道の先住民族であるアイヌ民族・文化の未来を、参加者とと
もに考えるツアーです。 
 

コース２．北方民族-オホーツク人の足跡をたどる 
～ワカサギ氷下漁見学とスノーシューツアー～ 

  （難易度 1：緩やか 2時間半程度の野外のアクティビティ） 
5 世紀～13 世紀にかけて、かつてオホーツク海沿岸に居住していた
という謎の民族・オホーツク人。交易の民だったといわれているオホ
ーツク人はカヤックで海を渡り、流氷と共に暮らし、そしてワカサギ
やチカ、海獣などを冬場には食して生活し、鷲の羽を交易品に外貨を
稼いでいたといわれています。彼らの生活の一部を、今現在のアクテ
ィビティを通して知ることができるツアーです。 

 
コース３．米の産地蘭越で、おいしいお米の秘密を探る 

～スノーシューツアー～ 
  （難易度 2：初級 約 2～3時間程度のスノーシュー） 

北海道屈指の美味しいお米の産地、蘭越町で美味しいお米の秘密を 
探るツアー。スノーシューで蘭越の魅力を堪能しつつ、この土地で 
美味しいお米が収穫できる理由をガイドと一緒に見つけにいきま
す。スノーシューを楽しんだ後は、使用するお米は全てらんこし米に
こだわった街の茶屋のレストランでおにぎり作り。美味しさの秘密
を知った後に、実際にらんこし米を味わいます。 

 
コース４．丘のまち・びえいをめぐる 

～丘のスノーシューツアー～ 
  （難易度１：緩やか 1時間半程度の雪の中での軽ハイキング） 

大雪山国立公園の西部に位置する、美瑛町の丘をスノーシューでめぐ
るツアーです。農地に許可を得た専属ガイドと一緒に、ふだんは農家
さんしか見ることのできない特別な景色を見に行きます。活火山・十
勝岳とともに生きてきた美瑛の人々と主幹産業である農業を、丘の上
から俯瞰してみましょう。降りた後は美瑛でいちばん古い喫茶店でラ
ンチを楽しみます。 
 

コース 5．十勝・糠平の歴史を探る 
～冬のぬかびらスノーシューツアー～ 

  （難易度１：緩やか 1時間半程度の雪の中での軽ハイキング） 
大雪山国立公園の南東部に位置する、糠平の森に佇む産業遺産をスノ
ーシューで巡るツアーです。近年ではアイスバブルで有名な糠平湖で、
国の有形文化財に登録された糠平川橋梁などにまつわる人々の暮らし
のエピソードをガイドから聞くことができます。十勝の発展に寄与し
た糠平地区の産業の歴史を学ぶコースです。 
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2-4-4  アンケートフォーム・・・紙資源の廃止の観点から実験的にGoogleフォームでのアンケート
を実施した。
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2-4-5 冬のモニターツアー 白老コース

①MIC（Minimum Information for Customer）
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2-4-5 冬のモニターツアー 白老コース

①MIC（Minimum Information for Customer）
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参加者

受入

事務局

②名簿

2-4-5 冬のモニターツアー 白老コース



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

③イベントの様子

１ 白老アイヌのルーツをたどる～歴史巡り・森歩き・文化体験ツアー～

70

白老駅北観光 インフォメーション センター
（ポロトミンタラ）にてツアー冒頭に行程の全
体像を説明。お互いの自己紹介も行い、グ
ループマネジメントの要素も取り入れて実施。

昼食は、地元のコミュニティカフェミナパチセ
の地元食材をメインに使った現代風アイヌ料
理が提供された。店主の田村氏から食材と
料理の説明がなされた。

午後のポロトの森歩きでは、1時間半程度の
散策の中で、アイヌ民族がどのように自然と
共生してきたかをスルーガイドが解説。休憩
では、アイヌのエント と鮭とばがサプライズ
で提供された。

ツアーのクライマックスは、現代に 術を受
け継ぐアイヌ文化の伝承者の方に教わるシ
ナノキの内皮を使ったカエカ（紐作り体験）と
4本編みのブレスレット作り体験をした。

行程間の移動中のバスの 内でも、アイヌ
文化についてや、白老アイヌの背景知識な
どをスルーガイドの㈱NEPKI米澤氏が説明。

歴史巡りのスタート地点として、元々白老の
コタンがあった場所である白老町高砂のア
イヌ記念広場にあるアイヌ碑前で、白老アイ
ヌの歴史を説明。

2-4-5 冬のモニターツアー 白老コース

① ②

③ ④

⑤ ⑥



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

④イベントの感想
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・自身が用意した木の内皮を 芸の方から説明してもらうなど、配 が感じられました。

・アイヌ文化ならではの木材の使い方や精神性などとても  になった

・敢えてウポポイを訪れず、白老コタンの起点から巡るという行程は、米澤さんならではだと 思いました。

・アイヌ民族の誇りに触れ、「多様性を に認め合うということ」とは を考えるきっかけを きました。

・アイヌの方々の自然との関わり方がよく分かりました。お 、コーヒーのサプライズも良かったです。

2-4-5 冬のモニターツアー 白老コース
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2-4-6 冬のモニターツアー 網走コース

①MIC（Minimum Information for Customer）
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2-4-6 冬のモニターツアー 網走コース

①MIC（Minimum Information for Customer）
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②名簿

参加者

受入

事務局

2-4-6 冬のモニターツアー 網走コース
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③イベントの様子

75

スルーガイド田中氏による説明と参加者の
自己紹介、漁師による地域の水産業の説明
をコネクトリップにて実施。

スノーモービル・ダッキーに乗り、網走湖上
のワカサギ氷下漁のポイントへ。

ワカサギ釣りのポイントを見ながら、ガイドよ
りワカサギ漁についての説明があった。

漁師が捨てた雑魚に群がる鷲。生活と自然
が一体となり、共通の資源を活用している。

コネクトリップの施設までのスノーシュー。途
中呼人半島の中を入り、アニマルトラッキン
グ。

漁師から分けてもらったワカサギと地域の
野菜を活用したピクルス、豚 の昼食。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

2-4-6 冬のモニターツアー 網走コース
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・オホーツクの自然や網走湖ならではの地形なども見ることができ、今までとは った角度からオホーツ

クを感じることができた。

・実際に間近で見たワカサギをその後食べることができたので、ツアーの中で繋がりを感じられて良かっ

た。

・実際に現場を見ながら説明していただいたので、とてもリアルに暮らしぶりを感じることができました。

・漁の説明の他にも、野 や自然現象について、実際に見ながら説明を受けることができ、歩いている間も

楽しく過ごすことができた。

④イベントの感想

2-4-6 冬のモニターツアー 網走コース
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2-4-7 冬のモニターツアー  越コース

①MIC（Minimum Information for Customer）
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-4-7 冬のモニターツアー  越コース
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②名簿

参加者

受入

事務局

2-4-7 冬のモニターツアー  越コース
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③イベントの様子
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大湯 周辺で約２時間程度のスノー
シュー散策。ニセコにパウダースノーが
降る地形的な理 や、豊富な積雪量と
品質の高い米作りとの繋がりなどの解
説がされた。

スノーシューの休憩時には、サプライズで参
加者である黒松内の農家の今田氏より、自
分の所でとれたサツマイモを使った き芋
の提供がされた。

スノーシューのパートの目的地である大湯
 に到着。火山の恵みである温泉を目の当
たりにするとともに、火山灰の地層が水をろ
過し、それもまたおいしい米作りに繋がって
いることの解説がされた。

スノーシューで美味しい米作りがこの地でな
されている理 を聞いた後に、実際に地元
のらんこし米を使ってのおにぎり作り体験を
参加者は楽しんだ。

街の 屋店長の朝比奈氏によるレクチャー
で参加者が自ら作ったおにぎりとともに、地
元 越の野菜をふんだんに使った豚 の昼
食が提供された。

スノーシュー開始前に、スルーガイドのH2o
アドベンチャー庵氏による説明とともに、各
自ギアの 着の仕方を確認。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

2-4-7 冬のモニターツアー  越コース
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・おいしい 越米の産地を地理・気象など多角的にガイドしており、スノーシューで雪景 を堪能できた上に知

的好奇心も満たされ、ストーリーを感じることができた。

・ガイド中の説明も程よい長さでした。ダケカンバばかりの単調な森林歩きで、話題を提供できるのは流石で

す。

・スノーシューもテーマに ったガイドで分かりやすくストーリーを感じることができた。

・テーマに繋がる水のこと。気候や地形のこと。土壌のこと。全てをツアーの中で感じることができました。

お握り作り体験は楽しかったですし、舌やお腹でも満足させるのもよいですね。

④イベントの感想

2-4-7 冬のモニターツアー  越コース
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2-4-8 冬のモニターツアー 美瑛コース

①MIC（Minimum Information for Customer）
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-4-8 冬のモニターツアー 美瑛コース
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②名簿

参加者

受入

事務局

2-4-8 冬のモニターツアー 美瑛コース
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スルーガイド小倉氏による行程説明と
参加者の自己紹介。丘のまちびえい
DMOのガイド育成システムについても
説明。

丘のまち郷土学館「美宙（みそら）」で、
美瑛を巡るための 入「ゲートウェイプ
ログラム」を体験。

スノーシューフィールドへ移動。20年以
上のガイド経験を持つ小倉氏から、ス
ノーシューの扱いについて楽しく説明。

「丘のまち」というだけありフィールドは
すべて急斜面。農地をフィールドにす
るのは、不法侵入を防ぐための啓発の
理 から。

動物の足跡を見ながら生態についても
ガイドから説明。

町に戻り、美瑛で最も古い喫 店で昼
食。

③イベントの様子

2-4-8 冬のモニターツアー 美瑛コース

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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・美宙でのイントロもコンパクトながら、美瑛の街の特性を理解するには良い施設と思います。

・はじめに、美宙で美瑛の歴史や自然、産業などについて学べたのでとても良かったです。

そこで、いかに苦労しながらも丘を大事にしてきたかということがわかりました。

・郷土資料館で美瑛の生い立ちを学んでから行くのが楽しかった

・美宙でのレクチャーで知らないこともたくさん知ることができました 

・おかのまち、ということはアクティビティを通して確りと感じることが出来ました。

・スノーシューの運動レベルについては、初心者や子連れにはち うど良いと思います。

④イベントの感想

2-4-8 冬のモニターツアー 美瑛コース
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2-4-9 冬のモニターツアー 糠平コース

①MIC（Minimum Information for Customer）
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-4-9 冬のモニターツアー 糠平コース
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②名簿

参加者

受入

事務局

2-4-9 冬のモニターツアー 糠平コース
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③イベントの様子

90

スルーガイド木村氏による説明と参加
者の自己紹介。環境省と町の共有施設
「 がし大雪自然館」でフィールド全体
の説明。

自然館すぐ 手のフィールドへスノー
シューで向かう。国道や糠平の市街地
と隣接しており、暮らしとの接点を感じ
られる場所。

十勝の町を作った林業の名残が感じら
れる遺構を見学しながら、川へ向かって
下っていく。

橋梁を列 が走っていた当時の貴重
な  を観光客からいただいたという
エピソードも紹介。

目的地である橋梁は、ツアーの最後に
ハイライトとして下から見学。

十勝の牛乳と、上士幌町のスパイスマ
イスターが作ったオリジナルスパイス
を使って、ホットドリンクを提供。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

2-4-9 冬のモニターツアー 糠平コース
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・最初に歴史をわかりやすく解説され、その解説がアクティビティ中の各ポイントとしっかりリンクしていた

のが良かった。

・林業の繁栄と 退が、街や鉄道やダムの歴史を作ったこと。消えた鉄道の遺構やダムを実際に見ながら

回復途中の森林の中を歩いて、糠平の自然への人の関わり方が変化してきたことを感じ、将来の糠平

がどう変化していくかも考えました。

・タウシュベツ橋梁は知っていましたが、それに関わる鉄道や人々の歴史などがとても分かりやすく学べま

した。

・自然や動植物だけでなく、出発前に聞いた糠平湖やタウシュベツの鉄道の歴史についてをSnowshoeで

歩きながら確かめていくのが大人から子供まで楽しめると感じました。

④イベントの感想

2-4-9 冬のモニターツアー 糠平コース
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2-4-10  アンケート集計結果

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                                 

糠平コース

美瑛コース

 越コース

網走コース

白老コース

  行政・観光協会・     観光事業者（旅行会社、交通事業者）

  観光事業者（ガイド）   観光関連（宿泊、施設、飲食）

  地域の い手（一次産業者、作家他）   その他

コース毎の参加者属性は下記のグラフのようになった。全体的に「1.行政・観光協会・DMO」に所属する
方々の参加が多かった。コロナウイルス感染拡大の状況で少人数での実施となったが、総じて様々な所
属の関係者に参加いただいた。

①参加者属性
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②参加プログラムの感想
【1】テーマやストーリーを感じることができたか。

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

                                 

糠平

美瑛

 越

網走

白老

全体

  とてもよく感じることができた   感じることができた。

  ほとんど感じることができなかった。   まったく感じられなかった。

【2】スルーガイド（全体を通して説明するガイド）の役割に関して必要だと感じることができたか。

【3】地域について、アクティビティを通して理解することができたか

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                                 

糠平

美瑛

 越

網走

白老

全体

  よく理解することができた   まあまあ理解することができた

  ほとんど理解することができなかった   理解できなかった

全体で「とてもよく感じることができた」「感じることができた」が97％を占める割合となった。網走で「ほとん
ど感じることができなかった」を挙げたのは1名であり、理 として「私の観光の知見が浅いため、ツアーの
開催時に改めて当モニターの開催意図を挙げていただきたい」と挙げている。

全体で92％の人が「必要だと感じることができた」と回答した。「よくわからなかった」を挙げた理 としては、
「今回はスポットガイドが全てを 括していた（ 越）」とあるように、そもそもがスルーガイドを必要としてい
ないツアーだった可能性があった。

全体で61％が「よく理解することができた」、39％が「まあまあ理解することができた」と回答している。1日
という限られた時間ではあるが、地域事象含めガイドより案内があったことが挙げられている。

2-4-10  アンケート集計結果
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糠平

美瑛

 越

網走

白老

全体

  地域とのコミュニケーション（事業者との連携）   地域の戦略づくり    次交通

  旅行商品造成・売り方   ご当地商品の開発・売り方   外国語対応

  新規顧客・リピート客の確保   品質管理・リスクマネジメント   民泊・農泊等多様な受入れ態 の構築

  顧客の旅行消費行動トレンド   デジタル・   マーケティング（リサーチ）   デジタル・   マーケティング（プロモーション）

     ・  等先進 術の観光 域への 入   ガイド事業やガイド育成      ・   ・効果 定

  その他

94

③地域の観光の課題

2-4-10  アンケート集計結果

各開催地ごとに集計したアンケート結果は下記のグラフのようになった。
地域のネットワークイベント時の結果同様、「地域とのコミュニケーション」「地域の戦略作り」「ガイド

事業やガイド育成」については、10％を超える関心を集めている。
各地域の特 としては、白老では「ICT・AI等先進 術の観光 域への 入」以外全て選択されてい

るなど課題感を感じやすい地域であった。網走では「2次交通」「旅行商品造成・売り方」「ご当地商品
の開発・売り方」といった商品企画とそれをつなぐ動線に関する課題を感じている。 越については
「外国語対応」が10％、「顧客の旅行消費行動トレンド」「KPI・KGI・効果 定」などが比較的高い傾向
にあるなど、ニセコ周辺ならではの観光地としての課題を抱えている。美瑛については「地域の戦略作
り」「デジタル・Webマーケティング（プロモーション）を選択する傾向が比較的高く、広告・販売について
の課題を抱えている。糠平については「地域とのコミュニケーション」が他の地域と比べ圧 的に低い
が、「品質管理・リスクマネジメント」「ガイド事業やガイド育成」の項目が比較的高く、既存ガイドや商品
に課題を感じていることが読み取れた。
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2-5. アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

①目的
2021 年に北海道開催が内定している Adventure Travel World Summit に向けて 、関係者間 の連携 

化、実践的な知識習得、機運の醸成を図ることを目的にしたイベント「 アドベンチャートラベル北海道 ミー
ティング（ ATHM ）」 を開催した。各地域のネットワーキングイベントを開催し、ATについて興味を持った層
に対しても参加を促し、彼らの質的向上に役立てた。

②イベント概要
開催時期と場所については、ガイドや非ガイドの人々の参加のしやすさや、新型コロナウイルス感染の

対策など検討した結果、下記の計画にて実施することとなった。

■日時 令和2年11月11日（水）-12日（木）

■場所 札幌コンベンションセンター

■住所 〒003-0006 北海道札幌市白石区東札幌6 1丁目1−1

■施設説明 白石区にある札幌コンベンションセンターは、

ATWS2021の会場としての利用が 定されている。

日時 時間 実施内容

11月11日（水）
エクスカーション

7:30～ 白老 余市 洞爺湖 旭川

11月12日（木）

セミナー＆ネットワーキングイベント

9:30 北海道アドベンチャートラベル協議会 総会

10:30 アドベンチャトラベル北海道ミーティング開会

10:35 アドベンチャートラベル討論会

12:00 休憩

13:00 基調講演

14:00セミナー① ミニセミナー①

15:00セミナー② ミニセミナー②

16:00 クロージングスピーチ

■実施スケジュール

2-5-1.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの全体概要

1日目 2日目 合計人数（延べ）

35名 104名 139名

■アドベンチャートラベル北海道ミーティング参加者数



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

96

③事前告知

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

③事前告知
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④アンケートフォーム
アンケートに関しては、紙資源節約の観点からgoogleフォームを活用し、実施した。
下記の様式にてアンケートを実施した。アンケートは全日程参加および日程のいずれかに参加した人を

対象に実施した。
アンケートについては回答者数は44名となっており、この44名の回答を分母とし集計する。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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2-5-2.エクスカーションの開催概要

日程 エリア コース名

令和2年
11月11日（水）
7:45～18:30

登別・白老 ウポポイ（民族共生象徴 間）＆登別地獄谷ウォーキング
ツアー
北海道の自然と人間との共生について、さまざまな視点か
ら学ぶツアーです。白老町では「ウポポイ―民族共生象徴
 間」の見学と、アイヌのお母さんたちが運営する地元レ
ストランでアイヌ料理を堪能。登別地獄谷のガイドウォーク
では、自然の偉大さを体感します。

令和2年
11月11日（水）
8:15～18:00

 市  市サイクリング＆地域住民との交流
 市の暮らしを、地域住民とともに楽しむライトなツアーで
す。 市の名産である果 園が並ぶエリアをロードバイク
で移動しながら、初冬の 市の景 や産業を堪能。存分
に走ったあとは、地域住民と交流しながらのランチタイムを
楽しみまし う。

令和2年
11月11日（水）
7:45～19:00

洞爺 洞爺湖有珠山ジオパークガイドウォーキングツアー
火山マイスターによる、洞爺湖有珠山ジオパークのガイド
ツアーです。
噴火のたびに かたちを変える活火山・有珠山とともに生
きる人々の暮らしの中を歩き、この土地の人々の「自然と
の付き合い方」について学びます。北海道の大地の成り立
ち、自然の驚異を体感する一日です。

令和2年
11月11日（水）
7:30～17:00

旭川 アイヌと く歴史散策：日帰りガイド付き先住民文化ツアー
日本遺産登録を受けた上川アイヌが歩んできた歴史、自
然との関わり方、現代に伝承された文化や営みに触れる
先住民文化交流ツアーです。日本最古で唯一の私設アイ
ヌ資料館「川村カ子トアイヌ記念館」や、アイヌが信仰する
山をアイヌガイドと共に歩き、アイヌの暮らしについて学び
ます。

札幌から発着可能な場所にてワンデーのエクスカーションを実施した。※新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、各組織・団体からの参加者は、1コースにつき1名までとした。参加者の選定については受付
締切り後、事務局にて調整を行った。

■開催日時
令和2年11月11日（水） 7：30～18：00（コースにより異なる）

■コース概要

また各エクスカーションのコース選定にあたっては、2021年に開催 定であるATWS本番と同様に、札
幌発着の日帰りエクスカーションを実施できるコースを4つ選定した。

②開催概要

次年度開催されるATWS本番と同様に、参加者が実際にATを体験し、他地域のAT資源について理解
を深めていくことを目的とし、4本のエクスカーションを開催した。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

①目的
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④.新型コロナウイルス感染拡大防止のために施した内容

北海道宝島旅行社において実施の基本対応を基に、コロナウイルス感染拡大防止策を図った。
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④新型コロナウイルス感染拡大防止のために施した内容
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④新型コロナウイルス感染拡大防止のために施した内容

イベント 了後は体調不良者がいなかったかスタッフ間の確認と、メールでの確認を行った。

参加者への事前案内のメールに下記の内容を記載し、注意と適切な行動を促した。
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2-5-3-1  白老・登別コース

①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5-3 エクスカーション

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-1  白老・登別コース

2-5-3 エクスカーション
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参加者

受入側

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 （株）近畿日本ツーリスト北海道 北海道DM支店営業 若木 なつみ 参加者

2 （公社）北海道観光振興機構 AT推進本部事業支援部次長 竹田 晴香 参加者

3 礼文島自然ガイド 代表 鹿川 明美 参加者

4 七飯町 経済部商工観光課観光係係長 三浦 啓輔 参加者

5 後志総合振興局 商工労働観光課主任 関野 佐知 参加者

6 ＮＰＯ法人Yakumo Village 深田 麻友 参加者

7 ナイストラベル（株） 営業所長 関原 潔 参加者

8 ANAセールス㈱ 訪日旅行部マネジャー 柴田 佳郎 参加者

9 オーシャンデイズ 相澤 浩一 参加者

10 M's English 通訳案内士・森林インストラクター 馬上 千恵 参加者

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 (株)登別ゲートウェイセンター 代表 阿部 敏昭 ガイド

関係者

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 北海道運輸局 観光部観光企画課 調査係 吉田 乙生 関係者

2 (株)北海道宝島旅行社 取締役営業部 部長 本間 友紀 スタッフ

3 (株)北海道宝島旅行社 営業部 梶田 奏絵 スタッフ

②名簿

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-1  白老・登別コース

2-5-3 エクスカーション
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国立民族共生公園内にあるアイ
ヌの伝 的家屋を 現したチセ
の見学。

スルーガイドはアイヌのバックグ
ラウンドを持つ㈱登別ゲートウエ
イセンター阿部氏が務めた。

午後は、登別温泉に移動し、アイ
ヌ語 来の地名やこの地に残る
アイヌの物語をスルーガイドの阿
部氏から聞きながらの約１時間半
の地獄谷ウォーキングを楽しんだ。

ツアーのクライマックスは、登別
温泉の天然足湯で旅の れを癒
した。

昼食は、地元の（一社）白老アイ
ヌ協会が運営するカフェピラサレ
でオハウ（アイヌの言葉で 物の
こと）定食が提供された。

支笏洞爺国立公園内である登別
温泉の地獄谷でのガイドウォーキ
ングツアー。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-1  白老・登別コース

2-5-3 エクスカーション

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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【地獄谷～大 湯～天然足湯】

・地獄谷の散策はガイドの内容も興味深く、話題や気の引き方など非 に上手かった。歩くコースも程
よい起伏で、自然の足湯もサプライズ的に紹介してくれて、満足度は高いと感じた。

・地域ガイドの方のお話は面白く、その地域の歴史や自然環境について学ぶことができとても良かった。

・地獄谷のガイディングはとてもわかりやすく、アイヌのことも少しずつ取り入れていた印象。足湯は大
好評で、スタッフが先でタオル等持って待っててくれるのは嬉しい。全員足湯に浸かった結果に。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-1  白老・登別コース

2-5-3 エクスカーション

【国立民族共生公園散策・国立アイヌ民族博物館見学】

・現地ガイドの阿部さんの人気があるのがわかりました。歴史や生立ちを含めてのお話しはとても面
白かったし  になった。

・アイヌ民族の歴史や文化、物語に触れ知識が深まりました。ウポポイは又訪れたい。

・ウポポイは自分が思っていたよりも見学時間を長く設定しないと っくりとした見学が出来ないと感
じましたし半日の設定をしても全て回り切れない施設だと思った。
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【白老・登別コース感想】

エクスカーション参加者のコメント

【良い評価】
・時間配分はとてもよく、１つのアクティビティが長すぎず短すぎず程よく設定されていた。
・ランチでは白老アイヌ協会の方やスタッフのお母さんから話も聞けたのが好評 
・地域ガイドの方のお話は面白く、その地域の歴史や自然環境について学ぶことができ
とても良かったと思います。

・ウポポイ施設を実際に訪問できて、今後のAT企画の面でも参考になった。
・日帰りツアーでは、個人ではできないガイド付き体験も出来、とても  になりました。
・お昼の時に白老アイヌ協会の方がご の説明をしてくれ、お母さんがエント の説明を
してくれたのがよかった。

【中性的な評価】
・午後の地獄谷の案内が良かったので、午前の部分はかなり内容的にも く感じた。
・リピーターを想定して、ウポポイでは他にこんなショーがあります、アイヌの慰霊祭が白老
であります、白老の食べ物はこんなものがあります、登別の地獄谷はこんなルートがあっ
てこう楽しめますなど。また来たい、知りたい案内を入れたい、と感じた。

・アイヌの世界観、自然観に触れることを目指していた反面、アイヌ文化には確かに触れた
ものの、自然観には触れていないと感じた。

【改善点】
・知ってる前提で話が進んだため、アイヌについての説明がほとんどなく、外国からの方が
参加した場合のバックグラウンドについてどのように理解をしてもらうのか疑問が残った。

・全体を通じて、日本語の内容を英語にそのまましても今のままでは理解されないのではな
いかとおもった。

・まず、札幌～ウポポイ、登別～札幌の移動については、ほとんど移動するだけという感じ
だったので、ウポポイに向かっている最中なら、ウポポイの説明をする等しても良かったの
かなと思います。本当なら地域ガイドの方が添乗して、もう少しお話し けるとのことでした
ので、そのお話を聞いてみたかったなとは思いました。

・ウポポイでは、阿部さんによるガイディングをもっとくわしく聞きたかったのは参加者の総意
と感じた。 ウポポイスタッフがいるとウポポイスタッフが参加者の質問に答えがちなため、
外のガイディングを充実させたり、阿部さんも3回目のウポポイとの話だったのでオススメ
のショーやシアターなど、自 行動の前に案内してもよかったのでは。

・昼食時、白老アイヌ協会の方がいらっしゃったが、もう少しふれあいたかった。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-1  白老・登別コース

2-5-3 エクスカーション
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-2   市コース

2-5-3 エクスカーション
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-2   市コース

2-5-3 エクスカーション
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-2   市コース

2-5-3 エクスカーション
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参加者

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 （一社）大雪カムイミンタラDMO 地域開発部長 佐藤 佑樹 参加者

2 ガイドオフィス風 代表 鳥羽 晃一 参加者

3 ディスカバリーズ 代表 弘中 祐 参加者

4 Discover Southern Hokkaido 山口 颯一朗 参加者

5 NPO法人南富良野まちづくり観光協会 事務局理事 小林 茂雄 参加者

6 SAPPORO ACTIVE NAVIGATION 代表 上田 浩朗 参加者

7 Giro21 代表 松山 淳 参加者

8 （一社）黒松内町観光協会 事務局長 本間 崇文 参加者

受入側

関係者

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり部 常井 玄 ガイド

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 北海道運輸局 観光部 観光企画課長 倉信 二朗 関係者

2 (株)北海道宝島旅行社 営業部 梶田 奏絵 関係者

②名簿

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-2   市コース

2-5-3 エクスカーション
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ツアーの 入として、 市水産博
物館にて館長の浅野氏より、 
市のリンゴのストーリーとニッカ
ウヰスキー蒸留所との繋がりに
ついて説明がなされた。

ニッカウヰスキー 市蒸留所を見学。
蒸留所設立当時は、ウイスキーの熟
成に年数が必要なこともあり、当時か
ら豊富に栽培されていたリンゴで最
初はリンゴジュースなどを作って売っ
ていたストーリーなどが紹介された。

 市町登地区の 市エコビレッジ
に移動し、地元食材をふんだんに
使った野菜中心のお弁当（昼食）と、
地元の農家が作った多品種のリン
ゴの食べ比べを行った。

リンゴの食べ比べでは、全て 市で
生産された約10種類のリンゴがカッ
トされ食べやすい形で提供され、そ
れぞれに好みの味を選びながら味
の いを楽しんだ。

リンゴの食べ比べの後は、実際に
生産者である 市のリンゴ農家を
訪問。 市ならではの品種である
「緋の 」を復活させるための取
組などの話を生産現場で伺った。

リンゴ農家への訪問では、小さ
いリンゴは登山の時に需要があ
るなどのアイディアが参加者から
訪れた先の農家に提供され、消
費だけではなく、訪れた先で参
加者自身が何かを与えるという
関わり方が見られた。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-2   市コース

2-5-3 エクスカーション

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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【 市水産博物館見学・ニッカウヰスキー蒸留所】
・ 市水産博物館自体はとても興味深いものだった。館長さんの話は面白かった。

・水産博物館は日本人として興味深かったが、展示内容が多すぎると思った。テーマに った絞り込ん
だ説明を受けたほうが、良かったのでは。

・ニッカは初めてガイドによる説明を受け、理解が深まりましたが、ウィスキーと鰊、リンゴは繋がりません
でした。(ウィスキー製造までジュースを作っていた話は多少繋がるのかも知れませんが いと感じました)。

【 市エコビレッジ】

・ツアーの最後で、リンゴ農家さんに対して、参加者の一人の登山ガイドが、山に行くには、小さいリンゴ
の方が良いという話をして、農家さんにそういった需要もあるのか、という気付きを与えられた。

・旅行客が地域を訪れることで、地域から何かを得るのではなく、今日みたいに参加者が一つのチームと
なって、例えば農家さんのリンゴの販路の一つに関して提案をするみたいなのは、旅行客が地域から得
るのみではなく、与えるというコミュニケーションになって、ATらしいのではないか。

・エコビレッジのリンゴ食べ比べは良かったし、お昼ご も良かった。登場された方々も。農家さんでの緋
の の接ぎ木の話は良かったと。

・リンゴ農家の阿部さんは本物のプロ。ここでのエコビレッジ坂本さんの案内、質問も良かった。その上、リ
ンゴの直売もあれば更に良かった。

④イベントの感想

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-2   市コース

2-5-3 エクスカーション
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【 市コース感想】

エクスカーション参加者のコメント

【良い評価】
・団体向けではなく、個人や小グループに特化して、地域の人とのコミュニケーションの機会
を増やすコース設定だと良いと思う（今日はそうなっていた）。

・スルーガイドさんの一生懸命さと 市地域ガイドさん達の相愛と 市の歴史、日 に触れ
られてとても良かったです。

・ツアー冒頭、博物館で 市の歴史に関係するリンゴ緋の （ のころも）の話を聞き、それ
を最後に食べて、生産場所まで見学できる、という流れは良かった。

・水産博物館の館長さんの話は面白かったです。
・ 市ツアーに参加した方と、荒井さんと名 交換して、少しお話できたのがよかったです。
・古民家喫 は良かった。ニシン番屋の暮らしぶりを感じられた。

【中性的な評価】
・今日の最後のリンゴ農家さんとのやりとりみたいに、全体を貫くリンゴのストーリーがあって、
それを最後に地域の人との交流等を通して、触れることができると、ツアーがより立体的に
なって良かった。

・一人で活動しているガイドでは、中々（ATのツアーを）形にするのが難しいと感じた。
・スルーガイドの大切さを実感した。
・ニシン番屋で昼食を食べられればと思った。

【改善点】
・ツアー運営の上で、コーディネーターが誰で、グループリーダーが誰で、ということをもっと
はっきりさせた方が良い。

・天候不順による代替案になったのは仕方 いかと思いますが、“今日は代替案で良かっ
たですね こっちの方がラッキーでしたね ”という進行にしなかったため、ツアーの最後
まで『今日はBプランで残念』という印象は拭えませんでした。多分こういったケースでス
ルーガイドの力量が試されるんだろうな、と感じた次第です。

・今回は鰊・リンゴ(果 )・ウィスキーの3つがストーリーだったと思いますが、繋がりを
感じるのが難しかったです。

・サイクリングで海を見ながら走ったり、農家を巡ったりで体感出来れば、また った印象
だったのかもしれませんが、水産博物館で話を聞いただけでは(博物館自体はとても興味
深いものでした)、その3つがイマイチ繋がりませんでした。

・今回はジュースだけでなく、お土産をもう少し ってあげられればと思った。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-2   市コース

2-5-3 エクスカーション
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-3  洞爺湖コース

2-5-3 エクスカーション
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-3  洞爺湖コース

2-5-3 エクスカーション
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ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 北海道運輸局 観光部 観光企画課 岩城 国松 関係者

2 (株)北海道宝島旅行社 代表取締役社長 鈴木 宏一郎 スタッフ

3 (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり部 部長 菊地 敏孝 スタッフ

4 (株)北海道宝島旅行社 営業部 角舘 江利子 スタッフ

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 胆振振総合振興局 商工労働観光課 山下 知子 参加者

2 （公社）北海道観光振興機構 AT推進本部第1事業部部長 岩田 昌之 参加者

3 七飯町 経済部商工観光課観光係 河村 綾一 参加者

4 H-SEG 代表社員 遠藤 昌子 参加者

5 千歳の観光を考える会 企画運営部 部会長 鈴木 靖彦 参加者

6 株式会社JALパック 訪日事業部部長 遠藤 剛樹 参加者

7 オーシャンデイズ 甲斐 洋臣 参加者

8 ブルーツーリズム北海道 企画チーフプランナー 福田 公代 参加者

9 ANAセールス㈱ 訪日旅行部部長 黒木 美紀 参加者

10 北海道経済部観光局 主任 中本 知世 参加者

11 札幌観光バス（株） 佐藤 圭祐 参加者
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参加者

受入側

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 Sotoasobu 代表 江川 理恵 ガイド

2 洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会 加賀谷 にれ 現地サポート

関係者

②名簿

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-3  洞爺湖コース

2-5-3 エクスカーション
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③イベントの様子
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ツアーの冒頭、有珠山ロープ
ウェイに乗 し、洞爺湖有珠山
ジオパークの全体像と有珠山の
成り立ちについて説明がされた。

ロープウェイ下 後、麓の三松正
夫記念館を訪れ、館長の三松三
朗氏より、昭和新山誕生に紐づく
人と大地の物語の説明がなされ
た。

昼食は、地元のレストラン仙堂庵
（わかさいも本舗）にて、噴火湾
の恵みであるホタテ 膳が提供
された。

途中、入域に許可が必要な規制
区域に特別に火山マイスターと立
ち入り、生活区域での大地の変
動の凄まじさの話がスルーガイド
のSotoasobu江川氏よりなされた。

ツアーのクライマックスは、金比
羅火口展  からの眺 。参加
者は、火口と温泉街（人々の生活
区域）の近さを改めて視覚的に実
感した。

午後は、 2000 年の噴火で形成
された火口群などを巡る約
1.8km の西山山麓コースを歩い
た。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-3  洞爺湖コース

2-5-3 エクスカーション

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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【有珠山ロープウェイ・火口原展  】

・トレッキング中にチャレンジングなコースを歩いたりと
ATトラベラーの要求を満たすことができそうな内容が
組み込まれていたのも良かった。

【三松正夫記念館】

・三松三郎様の生話しも大変貴重な体験となりました。

【西山山麓遊歩道】

・西山山麓火口の入域制限区域に入れるのは、か
なりのアドベンチャーだった。特別感があってよかっ
た。

・西山山麓火口後のバス乗 時の足ふきタオルを
用意していたことに、感心した。

【金比羅火口展  】

・最後には、それでも火山と共生しますというス
トーリーの締めのパートを、洞爺湖と町と被災
箇所を一度にみれる場所で話すことによって、
フィナーレ演出が盛り上がったように感じました。

④イベントの感想

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-3  洞爺湖コース

2-5-3 エクスカーション
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【洞爺コース感想】

エクスカーション参加者のコメント

【良い評価】
・火山マイスターのご説明、配 に、感動でした。
・ガイドさんが素晴らしいと思ます。コースもよく練られていました。
・ガイドの江川さんの案内があったので、各スポットの辿ってきた歴史・経緯を知ることができ
た。普段は立ち入り禁止のエリアに入ることができたのも新鮮だった。

・それぞれのコンテンツがしっかりと地域に関わっているもので、一貫したストーリー作りがな
されていると感じた。

・ATに求められる5つの体験価値が感じられるコースだった。
・ストーリーの流れ、構成が良く練られていて楽しめるコースでした。ガイディングも素晴らし
かったです。

・プログラムの構成がとても良かったです。はじめに有珠山の基礎知識を、後半に被災の過
去を辿りました。途中に三松さんから直接お話いただいたことや、トレッキング中にチャレ
ンジングなコースを歩いたりとATトラベラーの要求を満たすことができそうな内容が組み込
まれていたのも良かったです。

・気温、 備、ビューポイント、休憩場所の説明が適宜行われていました。バス乗 時にドラ
イバーさんからも挨拶があったことで気持ちよくスタートできました。

・エキサイティングさはそれほどではなかったと思うが、ガイドの案内（自作の絵も含め）があって
理解が深まり充実感を得られた。この手のツアーにおけるガイドの重要性を認識した。

【中性的な評価】
・メディアの報道等を通じて認識していた火山噴火の遺構を目の当たりにして、自然の威力
をまざまざと見せつけられたような気持ちになった。特に、旧国道230 線の破壊の様子は
印象的だった。

【改善点】
・食事について、内容はとてもよかったが、より本コースとの関連性が感じられる説明があ
ればと感じた。

・訪日（海外の方）向けと考えると、少し理解が難しい内容かなと思ったことと、スケール感に
不足があるかもと感じました。

・有珠山ロープウェイで いたお土産がプラスチックが目立ったことと、参加者同士の交流
は参加者まかせであったことは少し残念でした。

・ 入部分として、もっと大きなところから始めてはどうだろうか 日本の火山・火口湖・環太
平洋火山帯・地震・温泉・噴火、その影響で日本人の宗教観や精神性が作られてきたこと、
北海道が日本人が開拓したという点では新しい地域であること、ただ原日本人という 文
の人からの歴史は えず続いてきたことなど、前提となる日本の世界での位置、日本での
洞爺湖周辺の位置付きがあると良いと思った。

・地域の人が地震と共生していることは話だけではなく、果 園などを訪問して果物をいただ
き農家の方に話を伺うのもリアリティがあってよいと思う。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-3  洞爺湖コース

2-5-3 エクスカーション
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①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-4  旭川コース

2-5-3 エクスカーション



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

123

①MIC（Minimum Information for Customer）

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-4  旭川コース

2-5-3 エクスカーション
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参加者

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 国立アイヌ民族博物館 アソシエイトフェーロ 劉高力 参加者

2 H-SEG 中島 保代 参加者

3 北海道上川総合振興局 産業振興部商工労働観光課観光振興係長 荒木 洋祐 参加者

4 H-SEG 藤澤 邦子 参加者

5 Discover Southern Hokkaido 会長 赤井 義大 参加者

6 NPO法人北海道通訳案内士協会 副理事長 高島 のり 参加者

受入側

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 Adventure Hokkaido（合） 荒井 一洋 ガイド

2 Adventure Hokkaido（合） 吉川 彩香 ガイド

関係者

ご所属 担当課/役職 お名前 備考

1 北海道運輸局 観光部国際観光課国際第一係 上野 和宏 関係者

2 (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり部 小濱 有希子 スタッフ

②名簿

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-4  旭川コース

2-5-3 エクスカーション
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スルーガイド荒井氏によるガイド
は、札幌を出発した 内からス
タート。移動に伴いアイヌ語地名
などの説明を加えた。

会場の嵐山は各場所にアイヌ語
の説明看板もあり、本ツアーの
テーマに ったフィールド。

雪の中、嵐山の軽ハイキングへ。
ネイチャーガイドでもある荒井氏
は、嵐山の植生にアイヌのエピ
ソードを交えてガイドができる。

３０分ほどの山歩きの後は、旭川
の町を見下ろす展  へ。アイヌ
の人々が飲んでいる朴の実 で
休憩。

川村カ子トアイヌ記念館へ移動。
副館長の川村久恵氏によるガイ
ドツアーへ。

ち うど鮭とばを作っている時期
で、チセの中には煙に燻される
鮭が大量に吊るされていた。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-4  旭川コース

2-5-3 エクスカーション

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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【嵐山ハイキング】

・嵐山を歩いて登り、 上で朴の木 （自家製）と、東川米のおせんべい（岩塚製菓・味しらべ）の提供
があった。こんなおもてなしは初めてでびっくりした 

・雪の中での登山だったが意外と想像よりも楽で、要所要所でガイドの説明があったので 始楽しめた。

【加藤カ子トアイヌ記念館見学および文化体験】

・副館長川村久恵さんの案内（カ子トさんの息子さん・健一さんの奥様。東京から嫁いできてアイヌ民
謡グループを結成している）アイヌの暮らしに触れるテーマで、ち うど先週末に行われた鮭とばづく
りの経過を見学。

・記念館を案内してもらい、暖かい部屋で野草 とキハダの実入りパウンドケーキ（手作り）を食べな
がら質疑応答を行った。

・鮭とばづくり、しかもチセの中なんて見ることができない 貴重な体験だった。

④イベントの感想

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-4  旭川コース

2-5-3 エクスカーション
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【旭川コース感想】

エクスカーション参加者のコメント

【良い評価】
・適度なトレッキングと川村カ子ト記念館の訪問をお とおやつ付きで楽しめました。
・アイヌの歴史をアクティビティを通したり、直接アイヌの人に教えてもらうことができてとて
も楽しかった。

・アイヌ博物館では今まで知らなかったアイヌのディープな部分を知ることができて良かった。
・言葉だけではなく体感を通して楽しんでもらう感じてもらうエコツアーの楽しさを学びました。
・荒井ガイドによるエクスカーションはその土地の植生や上川アイヌの文化、生活など、その
土地に根付いたストーリーを感じながら行程を回ることができた。

・自然に親しむハイキングとそこにあるアイヌの文化に触れるという2つの要素を組み合わせ
てあって、大変充実したツアーだったと思います。

・ツアー中に織り込まれている「おもてなし」の心が大変嬉しかったです。とてもきめ かなご配
 をいただけて感 しております。

・多くの方にオススメしたいツアーだと思いました。
・ガイドさんが参加者を見て、ガイド研修のような内容にしようと判断。（参加者…通訳案内士3
名、ガイド＆ゲストハウス、ウポポイ研究者）行きのバスの中でも、通りがかりにアイヌ語地名
の説明や、地形とアイヌ語のつながりなどをじっくり話しながら行ってくれた。

・ガイドさんがネイチャーガイドとしての視点、観光ガイドとしての視点と、さまざまな視点での
ガイドのコツや小ネタのはさみ方を実演してくれた。

・スルーガイドの役割について理解できた。

【中性的な評価】
・コロナ後は参加者にムックリのお土産がついているツアーにして、実際に演奏も教えるように
できればいいと思います。

【改善点】
・私はアイヌに関する知識がある程度あったので理解できましたが、何も知らない観光客に
は、もう少しアイヌに関する事前情報を提供すると、よりこのコースを楽しんでもらえるので
はと思いました。

・少し かったので、冬期間の暖房対策は必要かもしれないと感じた。
・雪の日に山登りがち っとしんどいと思います。天気次第調整したほうが良いかもしれません。

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

2-5-3-4  旭川コース

2-5-3 エクスカーション
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HATA（北海道アドベンチャートラベル協議会） 総会の受付窓口業務、場所の設定、運営を行った。

2-5-4 HATA（北海道アドベンチャートラベル協議会）総会の運営

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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①アドベンチャートラベル討論会

【登壇者】北海道アドベンチャートラベル協議会会長 荒井一洋氏
英語自然ガイド 馬上千恵氏
鶴雅リゾート㈱取締役アドベンチャー事業部部長 高田茂氏
一般社団法人黒松内町観光協会事務局長 本間崇文氏

【フ シリテーター】株式会社北海道宝島旅行社 鈴木宏一郎

【内容】地域ネットワーキングイベントの講師による、イベントの講評と、実践例の共有。

②基調講演『Sustainable Adventure Travel in Jordan 』 Lina Annab氏

駐日 ルダン・ハシェミット王国大使。

【内容】 ルダンをアドベンチャートラベルの目的地として急成長させた 労者より、 ルダンの
持続可能なアドベンチャートラベルについての講演。

③セミナー『Eyes on HOKKAIDO』 Aaron Jamieson氏

ニセコ在住プロカメラマン。NISEKO「powderlife」誌  編集者。

【内容】Eyes on HOKKAIDO=北海道に 視線・注目が集まっており、その視線（eye）はどう
いった人の視線で、どういったメディアを見ているのか。情報収集、そのeyeが好む（＝
目に留まる）コンテンツに関するレクチャー。

④セミナー『ガイド実践英会話』 吉川彩香氏

Adventure Hokkaido 合同会社 代表。アドベンチャーガイド

【内容】ATの現場で使える英会話を、ニュージーランドで7年間のサイクリングガイド経験を持
つ吉川氏からレクチャー。

⑤セミナー『スルーガイドの役割について』 芹澤健一氏

アルパインツアーサービス株式会社 代表取締役社長

【内容】ツアーを最初から最後までガイドするスルーガイドを中心に、世界のATガイドはどのよ
うな対応をしているのかの講演。

⑥セミナー『ガイド事業の法的視点』 今野佑一郎氏

ユナイテッド・コモンズ法律事務所 所属弁護士

【内容】主にBtoBの取引が想定されるAT市場での事業展開にむけて、準備しておくべきことは
何かのレクチャー。

⑦クロージングスピーチ 『SDGsと観光』 荒井一洋氏

北海道アドベンチャートラベル協議会 会長

【内容】観光業界におけるSDGsのトレンドと、ATWS2021を契機にした持続可能な観光の実現
について。

2-5-5 セミナーの運営

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

北海道全体の機運の醸成、関係者間の連携の 化と、実践的な知識の習得によるガイドの質的向上を
目的とし、セミナーの企画・運営を行った。

2-5-5-1 目的

2-5-5-2 概要

セミナーの内容および、講師の選定については、即活用できる実践的な知識を習得することができ、ガ
イドの質的向上に繋がる話題を検討し、講師の選定にあたった。



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

130

①当日配布資料(2日目セミナー）

2-5-5 セミナーの運営

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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②講師略歴

【セミナー】ニセコ在住プロカメラマン Aaron Jamieson 氏

【討論会】
北海道アドベンチャートラベル協議会会長 荒井 一洋氏 （【クロージングスピーチ】も同様）
英語自然ガイド 馬上千恵氏
鶴雅リゾート㈱ 取締役アドベンチャー事業部部長 高田茂氏
一般社団法人黒松内町観光協会事務局長 本間崇文氏

2-5-5 セミナーの運営
2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

 ルダンをアドベンチャートラベルの目的地として急成長させた 労者。
2016年に観光大臣に就任し、2017年、世界的イベント「Adventure NEXT」を開催、全

長650kmに及ぶ「 ルダントレイル」を世界に発信。2018年に同トレイルが、National 
Geographic Traveller誌「訪れるべき場所2018」に選定される。

2019年に駐日 ルダン・ハシェミット王国大使に就任。

【基調講演】 ルダン・ハシェミット王国大使館 特命全権大使 リーナ・アンナーブ 閣下

※上記4名の略歴については「2-3 地域ごとのネットワークイベント」を参 

大学在学中の長期研修で滞在したニュージーランドでトレッキングや登山に親しみ、
帰国後にハイキング、トレッキング、登山を中心とする旅行会社であるアルパインツ
アーサービス株式会社に入社。
販売促進のみならず、環境保護・ガイド教育体制・地域振興の観点から世界中のト

レッキング・ハイキングコースのプロデュース全般に深く関わる。

13年前からニセコを拠点に活動するオーストラリア出身のプロカメラマン。
活動の初期にオーストラリアのアドベンチャー雑誌の依頼で訪れたグリーンランドやパ

タゴニアでの取材がアドベンチャーとの関わりを深くした。
広告とクリエイティブ・メディアを専門とするビジネス・コミュニケーションの学位を持つ。

【ミニセミナー】Adventure Hokkaido合同会社代表 吉川彩香氏

高校卒業後、ニュージーランドの大学でレクリエーション管理とアウトドアリーダー
シップの学士 を取得して卒業し、同国で主にハイキングを取り扱う旅行会社にガイ
ドとして就職。2012年から2年間、エルサルバドルで地域社会で観光を促進する開発
援助ボランティアに従事。
その経験を基に、地元の地域社会により多くの機会をもたらし、訪問者と北海道の

ユニークな文化を共有するため、昨年同社を設立。

【セミナー】アルパインツアーサービス 株 代表取締役社長 芹澤 健一 氏

2012年に弁護士登録。「北海道アウトドアフォーラム2019」にてアウトドア事業に関係
する法令やツアー中の事故による責任について解説するなど、アウトドアに関する知
見も持つ札幌弁護士会所属の弁護士。

【か】【】【ミニセミナー】ユナイテッド・コモンズ法律事務所弁護士 今野 佑一郎氏
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③コロナ対策

コロナウイルス感染症拡大防止のガイドラインとして、会場である札幌コンベンションセンターのガイドラ
イン、および弊社の旅行催行のガイドライン等に従い、添付の内容にてガイドラインを作成した。 にス
タッフ全員が対策を確認できるよう、 に携行した。

2-5-5 セミナーの運営
2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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③コロナ対策

2-5-5 セミナーの運営
2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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③コロナ対策

2-5-5 セミナーの運営
2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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参加者への事前案内のメールに下記の内容を記載し、注意と適切な行動を促した。

③コロナ対策

2-5-5 セミナーの運営
2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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受付には飛沫防止パネルを設置。受付時には検温を実
施した。会場スタッフはフェイスシールド
マスクの完全着用を徹底した。

受付に消毒液とマスクを設置し、参加者にも入場時
の手指の消毒、マスク着用の徹底を促した。
また、非接触検温計にて参加者の体温を検温した。

講演 には飛沫防止パネルを設置し、講演者は
アクリルマスクの着用を徹底した。

机の間隔を広く設置し、席配置も一人分 けるなどの
対策を施した。

また、休憩時間に入る際は、 いた席をスタッフにて消毒し、使ったマイクも同様に消毒して、
次のセミナーに備えた。

③コロナ対策

2-5-5 セミナーの運営
2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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④参加者

2-5-5 セミナーの運営

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

■参加者数 104名

No. 所属名 お名前 ①討論会 ②基調講演
③Eyes on

HOKKAIDO

④ガイド実践英

会話

⑤スルーガイド

の役割について

⑥ガイド事業の

法的視点
⑦SDGsと観光

1 （株）近畿日本ツーリスト北海道 若木　なつみ ● ● ● ● ●

2 （株）近畿日本ツーリスト北海道 齋藤　充 ● ● ● ● ●

3 （一社）黒松内町観光協会 本間　崇文 ● ● ● ●

4 （一社）黒松内町観光協会 澤田　奈那恵 ● ● ● ● ●

5 Sotoasobu 江川　理恵 ● ● ● ● ●

6 石狩市 吉田　学 ● ● ●

7 後志総合振興局 関野　佐知 ● ● ● ●

8 七飯町 三浦　啓輔 ● ●

9 七飯町 河村　綾一 ● ●

10 北海道大学 木村　宏 ● ● ● ●

11 胆振総合振興局 山下　知子 ● ● ● ● ●

12 （一社）大雪カムイミンタラDMO 佐藤　佑樹 ● ● ● ● ●

13 H-SEG 遠藤　昌子 ● ● ● ●

14 国立アイヌ民族博物館 劉高力 ● ● ● ●

15 平岸ハイヤー（株） 川合　将平 ● ●

16 阿寒観光協会まちづくり推進機構 香川　謹吾 ● ● ● ● ●

17 ガイドオフィス風 鳥羽　晃一 ● ● ● ● ●

18 千歳の観光を考える会 鈴木　靖彦 ● ● ● ● ●

19 フリーランス 村上　さいち	 ● ● ● ● ●

20 礼文島自然ガイド 鹿川　明美 ● ● ● ● ●

21 全国通訳案内士（英語） 横山　研児 ● ● ● ● ●

22 日本航空株式会社 白石　将 ● ● ●

23 北海道上川総合振興局 荒木　洋祐 ● ● ● ● ●

24 （株）スポートピア富良野 門馬　慶 ● ● ● ● ●

25 （株）スポートピア富良野 千田　文子 ● ● ● ● ●

26 ディスカバリーズ 弘中　祐 ● ● ● ● ●

27 （株）JTB北海道事業部 谷内　将一 ● ● ● ● ● ●

28 （株）JTB北海道事業部 越智　綾美 ● ● ● ● ●

29 （株）JALパック 遠藤　剛樹 ● ● ● ●

30 Giro21 松山　淳 ● ● ● ● ●

31 公益財団法人はまなす財団 小倉　龍生 ● ● ● ●

32 公益財団法人はまなす財団 佐々木　ひろこ ● ● ● ●

33 （公社）北海道観光振興機構 工藤　真司 ● ● ● ● ●

34 （公社）北海道観光振興機構 岩田　昌之 ● ● ● ●

35 （公社）北海道観光振興機構 竹田　晴香 ● ● ● ●

36 ＮＰＯ法人Yakumo Village 深田　麻友 ● ● ● ●

37 ＮＰＯ法人Yakumo Village 堀内　深雪 ● ● ●

38 公益財団法人札幌国際プラザ 岸　光右 ● ●

39 公益財団法人札幌国際プラザ 荻　麻里子 ● ● ● ●

40 公益財団法人札幌国際プラザ 稲垣　恵 ● ● ● ●

41 北海道開発局 長南　哉 ● ● ●

42 北海道開発局 門間　俊也 ● ● ●

43 日本航空（株） 越　桂二郎 ● ● ●

44 全日本空輸（株） 中野　伸一 ●

45 全日本空輸（株） 滝川　徹也 ● ● ● ● ●

46 全日本空輸（株） 林　功之 ● ● ● ● ●

47 （株）プリンスホテル 江利　喜久男 ● ● ● ● ●

48 Discover Southern Hokkaido 赤井　義大 ● ● ● ● ●

49 Discover Southern Hokkaido 山口 颯一朗 ● ● ● ● ●

50 NPO法人北海道通訳案内士協会（HOTGIA) 高島　のり ● ● ● ●

51 NPO法人南富良野まちづくり観光協会 小林　茂雄 ● ● ● ● ●

52 ナイストラベル（株） 関原　潔 ● ● ● ● ●

53 ブルーツーリズム北海道 福田　公代 ● ● ● ● ●

54 （公社）北海道観光振興機構 澤　康幸 ● ● ● ● ●

55 （公社）北海道観光振興機構 石橋　静江 ● ● ● ● ●

56 (一社)ひがしかわ観光協会 高橋　匡 ●

57 ANAセールス㈱ 黒木　美紀 ● ● ● ● ●

58 ANAセールス㈱ 柴田　佳郎 ● ● ● ● ●

59 札幌商工会議所 髙橋　いずみ ● ●

60 (一社）北海道開発技術センター 佐賀　彩美 ● ● ●

61 余市エコビレッジ 齋藤　ともよ ● ● ● ● ● ●

62 （株）エゾシカ旅行社 中根　宏樹 ● ● ● ●

63 （株）エゾシカ旅行社 中根　萌 ● ●

64 H-SEG 藤澤　邦子 ●



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

138

2-5-5 セミナーの運営

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催

④参加者

No. 所属名 お名前 ①討論会 ②基調講演
③Eyes on

HOKKAIDO

④ガイド実践英

会話

⑤スルーガイド

の役割について

⑥ガイド事業の

法的視点
⑦SDGsと観光

65 公益財団法人札幌国際プラザ アザロフ　デイマ ● ● ● ●

66 全日本空輸（株） 富樫　博文 ● ● ●

67 日本航空（株） 前田　瑞貴 ● ● ● ● ●

68 大地みらい信用金庫地域みらい創造センター 倉又　一成 ● ● ● ● ●

69 大地みらい信用金庫地域みらい創造センター 石井　絢子 ● ● ● ● ●

70 北海道開発局開発監理部 林　憲裕 ● ● ●

71 北海道グレートアドベンチャー 岸　浩明 ● ● ● ● ●

72 北海道経済部観光局 池田　和明 ● ● ●

73 北海道経済部観光局 長山　由起夫 ● ● ● ●

74 北海道経済部観光局 福士　裕紀展 ● ● ●

75 北海道議会 広田　まゆみ ● ●

76 北海道経済連合会　会長　 真弓 明彦 ●

77 一般社団法人 北海道商工会議所連合会　会頭　 岩田 圭剛 ●

78 一般社団法人 北海道商工会議所連合会　（随行）　 髙橋勇一 ●

79 北海道経済同友会　代表幹事　 石井 純二 ●

80 北海道経済同友会　（随行） 樋口理義 ●

81 北海道商工会連合会　会長　 荒尾 孝司 ●

82 北海道商工会連合会　（随行） 中畑雅幸 ●

83 公益社団法人 北海道観光振興機構　会長 小磯 修二 ●

84 経済産業省北海道経済産業局　総務企画部長 小栁津 直哉 ●

85 経済産業省北海道経済産業局　（随行） 髙橋　司 ● ●

86 株式会社　りんゆう観光 植田　拓史 ●

87 ユナイテッド・コモンズ法律事務所　弁護士 今野　佑一郎 ●

88 （一社）大雪カムイミンタラDMO　関係者 鈴木　あやの ● ● ● ● ● ●

89 M's English 馬上  千恵 ● ●

90 Adventure Hokkaido（合） 吉川 彩香 ●

91 札幌不動産開発 立山 正之 ● ●

92 札幌不動産開発 氏名不明 ● ●

93 Adventure Hokkaido（合） 荒井一洋 ● ●

94 国土交通省北海道運輸局 村松　智司

95 鶴雅リゾート(株) 高田　茂

96 アルパインツアーサービス(株) 芹澤　健一

97 駐日ヨルダン大使館 Lina Annab

98 国土交通省北海道運輸局 笹野　康幸

99 国土交通省北海道運輸局 森谷　健一

100 国土交通省北海道運輸局 加藤　進

101 国土交通省北海道運輸局 安田　稔幸

102 国土交通省北海道運輸局 水口　猛

103 国土交通省北海道運輸局

104 北海道宝島旅行社 鈴木　宏一郎
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各地の関係者の様子を全道で共有すべく、各地のイベントの講師であった、荒井氏、馬上氏、高田氏、本
間氏に登壇いただき、各地の様子のフィードバックを行った。
また、講師自身の実践例を講師同士で共有いただき、自身の質の向上を図ったほか、参加者に対しても

ATに対する理解の促進、および自身の地域に置き換えればどのような活動が可能か、を考える場とした。

北海道アドベンチャートラベル協議会会長 荒井 一洋氏
英語自然ガイド 馬上千恵氏
鶴雅リゾート㈱ 取締役アドベンチャー事業部部長 高田茂氏
一般社団法人黒松内町観光協会事務局長本間崇文氏

2-5-5-3  AT討論会

【登壇者】※略歴に関しては「2-3 地域ごとのネットワークイベント」を参 

【フ シリテーター】

株式会社北海道宝島旅行社 代表取締役社長 鈴木宏一郎

2-5-5 セミナーの運営

2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

140

プログラムの感想

参加者のコメント

【討論会自体に関する内容】
・それぞれの分野で活躍されている方々で、気付きを与えていただいた。特に鶴雅の方の話
は実体験に基づいてお話しされていて、身近なところにアイデアが がっていることに気付
かされた。

・スピーカーの 様のお話しが興味深いものばかりで、メモ帳がいっぱいになりました。英語
の  をより一層頑張りたいです。社長にはツアーを誉めていただき、心より感 いたして
おります。

・様々な分野で活動している人たちのリアルな話が聞けてとても参考になった。
・登壇者の さまからの情報は  になりました。実際に経験されていることですし、今まで
の考えを見直すことも必要かと感じるところもありました。

・来年の９月に向けての さんの意気込みを感じる討論会でした。
・実体験に基づく討論で非 に興味深い内容でした。PSA/DOAの公募前に実施いただけると
より良い企画づくりの参考になったと感じました。

【受入に関する内容】
・地域ガイドの重要性について 認識し、また自治体主 でのガイド育成は難易度が高い
と感じた。

・もともと地域ガイドとして活動されている方との取り組みを大切にし、事業を継続していきた
いと考える。

・討論会を通じて英語ガイドの必要なこととして英語力は必要ではあるが、それ以上にコミュ
ニケーション能力が最も重要であると 認識した。考えてきれいに話すのでなく、どうすれ
ば正解か分からないけども取りあえず旅行客を盛り上げることが重要。また、ガイドを育成
するための経営者側の育成が急務というのも課題であると感じた。
・回答者 とり とりの個性が光っていて、1時間半、ワクワクしながら拝聴できました。ATで
は、ストーリー付けが大切、ということや、安全配 の面など、 々気を配ることがあります
が、何よりゲストを楽しませることが大切 とみなさまの話を聞いていて思いました。私も
ガイディングツアーに参加したことがありますが、ジョークを言うとか、サプライズを用意す
るとか、そういったこと、日本のガイドさんとっても苦手だと思います。

・アドベンチャートラベルだから、というわけではなく、今後のアウトドア業界がこういう方向に
なっていくのかなぁと感じました。

・初めてAT海外市場に取組まれる方々にとっては、大変興味深い内容であったかと思いま
す。

【運営や進捗に関する内容】
・さまざまの分野のパネリストの方の意見をモデレーターの鈴木さんがうまくすくいあげていて
とても面白かったです。

・40分という短い時間であったため、十分な議論の時間があまりなかったのではないかと思
う。

・実際のガイドの方の 夫や取り組み、前日のエクスカーションでもこうしたほうがいいんで
はないかという意見が聞けてとても面白かった。

・もう少し内容における議論や質疑が行われるものと思っていました。

2-5-5 セミナーの運営
2-5.アドベンチャートラベル北海道ミーティングの開催
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基調講演として、ATの先進地の事例として、駐日 ルダン ・ハシェミット 王国特命全権大使 リーナ・ア
ンナーブ 閣下 に講演いただいた。ATWSを実施した国として、北海道に及ぼす経済的な影響についてお
話いただいた。また、自身が作り出した ルダントレイルが官民・幅広い関係者が連携してできたコースで
あり、地域の文化やストーリーを広めることができる手段として機能していることを伝えた。

2-5-5-4  基調講演『 Sustainable Adventure Travel in Jordan 』

実施時間 11月12日（木）13:05～13:50
実施場所 中ホール
講 師 Lina Annab氏

冒頭、加藤北海道運輸局長
より挨拶

講演は参加者にレシーバーを
配布しブースを構えて同時通
により行った

ご講演されるリーナ・アンナーブ閣下

途中、具体的な数値や動画などを用い
て効果的にお話いただいた

 ルダントレイルが出来るまでの経緯及び地
域に与えた影響についてお話いただいた

 ルダントレイルをイメージしやすいよう
に動画による紹介もいていただいた

会場には両国の国旗とともに 
ルダントレイルのパネルを展示
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プログラムの感想

参加者のコメント

【 ルダントレイルに関する内容】
・ ルダントレイルのみでの協会立ち上げと商品開発、販売は理想的なDMOの と感じまし
た。

・正直、基調講演を聞く前は ルダンのイメージがあまり持てていなかったですが講演を聞い
て驚きの連続でした。動画も活用いただいたことでさらにイメージすることができました。
ATWS2021へのヒントもいろいろとあり大変参考になりました。

・30年にわたり整備をした ルダントレイル、local communityとの対話を続けて実現したとこ
ろが素晴らしい。

・ ルダントレイルを国家施策としてカタチにしたパワーに驚きました。

【北海道の可能性に触れた内容】
・ ルダントレイルがすごく魅力的に感じて行きたいと思った。北海道でも北海道トレイル、道
南トレイルなど、歩いて横断する新たなツアーの可能性を感じた。

・北海道でも出来る事だと思いました
・英語での講演でしたが、伝わる事はよくわかりました。 ルダンのようなトレイルは距離こそ
長いけれども北海道では可能かもしれないと思いました。

・ ルダントレイルの発案から実現までの壮大なストーリーに驚いた。
  不足でしたこの様なツアーがあるのを初めて知りました。とても魅力的なツアーである
事を感じました。今後、北海道も世界に発信出来る更なるツアーができる事を期待します。

・こういう大々的に成 した事例を見ると、北海道でも可能性がある とやる気が湧いてきま
した。せっかく来日していただいたので、たくさん話してよかったと思いますが、喋るのが 
かったし、内容も盛りだくさんだったので、追うのが少ししんどかったです。

・ ルダンの実例は今後の参考になるものと感じました
・ATに尽力したことによって観光客があまり来ていなかった ルダンがロングトレイルのコー
スによって う沢山の人が訪れる観光地になったという事を考えると、改めて来年のATWS
開催で北海道の観光が前に進むチャンスだと認識した。

【商品づくりに関する内容】
・その国の地域にしかないものをガイドし、そこに住む人達もエキストラになり、お客様も喜び
その場所と歴史を学びお金も支払われ、良い爪痕にしていく観光の流れを教わりました。
とても興味深かったです。

・自分自身も ルダンのトレッキングに行ってみたくなりました。ターゲットを絞った商品づくり
も大事なんだと感じました。

【運営に関する内容】
・運営面で、司会の方から同時通訳機の説明が かった。機 の扱いに戸惑っている参加者
や、英語のスピーチだけかとあきらめている参加者が見受けられた。
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地域での魅力的な発信や近年増え続ける個人のSNSでの発信において、効果的な  撮影や見せ方
を学ぶことができるよう、ニセコ在住のプロカメラマンのAaron Jamieson 氏に講演いただいた。
当日は講師の体調不良により、来札ができず、急遽オンラインでのセミナーとなった。

2-5-5-5セミナー 『 Eyes on HOKKAIDO』

実施時間 11月12日（木）14 00 ～14 45
実施場所 中ホール
講 師 Aaron Jamieson 氏

Aaron氏（右）と通訳の長井氏。当日急遽来
場できなくなり、オンラインでのセミナーと
なった。

自身が撮影した  や動画を用い、効果的な
撮影をするための つのポイントなど実用的な
情報が得られた。

ストーリーが伝わるような  であること、
  等の情報にも消費期限があることな
どをご講義いただいた。

誰に情報を届けたいかをよく考えて露出
することが重要。
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プログラムの感想

参加者のコメント

【セミナー自体に関する内容】
・映像の持つ意味が少し理解できました。
・HybridとOnlineが主流となるなかで、  や動画のプロモーションの効果を高めるために、
対象者・媒体を意識して撮影するポイント等、  になった。
Aaronさんの  は心に響くものばかりであった。

・私自身が  を趣味としていますので学ぶ事がたくさんありました。これからは自分のコン
テンツを誰にどう見せるかなどもを考えて撮影したいと思います。

・とても良かったのですが、概念的な要素が多く、実務的な話題がもう少し欲しかったと感じ
ました。
・sosoでした…
・北海道の魅力を外国人の視点から紹介するのは良い。

【講師に関する内容】
・フォトグラフ ーならではの目の付け所など参考になりました。来年発行される英語ガイド
の書籍にも興味があります

・こういう活動をしている在住外国人がいることを知りました。

【セミナーの運営・進捗に関する内容】
・  撮影のポイントは  選びのポイントとなるため大変参考になりました。逐次通訳も大
変よく理解が深まりました。
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ガイドがAT顧客を案内する現場で、リアルに活用できる英会話講座を実施すべく、ニュージーランドで7
年間サイクリングガイドとしての経験を持つ吉川氏に講演いただいた。
自己紹介までは簡潔な英語で話すこと。そして日本人が苦手な具体的な発音で。という初心者のハード

ルを下げる講座となった。

2-5-5-6  セミナー 『 ガイド実践英会話 』

実施時間 11月12日（木）14 00 ～14 30
実施場所 204会議室
講 師 吉川 彩香 氏

セミナー会場の様子。現役ガイドも多数
参加されていた。

来場できなかった方のために、後日オンライ
ン配信するための映像も撮影した。

ニュージーランドや北海道でのご自身のガ
イド経験を例に挙げ、言語を学ぶことは楽
しく、外国語を学んで話し、コミュニケーショ
ンをとること自体がアドベンチャーであるこ
とをお話いただいた。

すぐに対応できる実用的なポイントに絞っ
た講義内容で、流暢に話せなくてもコミュニ
ケーションをとることができることを実例を
交えてお話いただいた。
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参加者のコメント

【セミナー自体に関する内容】
・英語に対するハードルを下げていただいた気分になりました。
・英語を使う際の 短くてもわかりやすくアピールできる話の仕方を説明してもらいました。
・英語は喋れるが、ガイドや通訳としての英語の話し方を改めて学んだので  になった。
・日本人が陥りやすい英会話表現などを分かりやすく例示してくれた。
・初心者向けに、非 にわかりやすい内容でよかったです。勇気を持つことと、少しの 夫
で有用なコミュニケーションが取れると理解した。

・少し緊張されていたのか、とても初々しかったです。内容的にはもう少しカテゴリを絞った
方が良かったと感じました。

・ ルダン大使の英語の後、こちらに参加して癒されました。出来ることからやっていき来年
の大会までにヒアリング力を鍛えます。バーコード名 の紹介もあって、これはやって見よ
うと思います。

【講師に関する内容】
・東川町から 々と発信されている事に関心致しました。名 もペパーレスの対応も驚きま
した。挨拶も最低限の所はする事、しかし日本人らしさも出す事は  になりました。

【運営・進捗に関する内容】
・時間が足りませんでしたが、思いが良く伝わる良いセミナーでした。
・話をする時にセンテンスを短く話すとか、自分の感想や体験を織り込んで英語を話すなど、
お話いただいた内容は為になったのですが、短い時間だったので深い話はできなかった
かな〜と思います。先生自体の経歴や人柄には興味が出ましたが、正直、1時間のレッス
ンでしたら、カットして全体の時間を短くするか、参加者同士の交流の時間に当ててもよ
かったのでは、と思います。（コロナの時期なので難しいと思いますが、）

・とても興味深い内容でしたので、もっと時間をかけて伺いたかったです。

プログラムの感想
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ATのツアー造成、およびお客様をご案内する際に最も重要な役割を うスルーガイドについて、実際に
送客する旅行会社の視点から芹澤氏にお話しいただいた。
スルーガイドに必要な心構えや、関係者との連携の重要性についてなどあら る角度からスルーガイド

に求められる役割をお話いただいた。

2-5-5-7 セミナー 『 スルーガイドの役割について 』

実施時間 11月12日（木）15 00 ～15 45
実施場所 中ホール
講 師 芹澤 健一 氏

スルーガイドには何が求められるのか、
旅行会社として実際に送客し、自らガ
イドも行う実体験に基づくセミナーをし
ていただきました。

受入れ地域に必要な点として、若い人の
力で地元の自然・文化を次世代に伝える
人材育成、道内各地域の特徴を組み合わ
せて北海道全体でATの商品という概念持
つ必要があるとの示唆があった。

現地のプロをまとめる、状況に応じてベスト
コンディションで提供する、お客様の力量
やその時の体調により適切に提供するた
めにスルーガイドが必要と 調されていた。

地元の人に出会うことで、地元の人の価値に
触れる旅のコーディネートの大切さについて
を最後に 調いただいた。
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参加者のコメント

【セミナー自体に関する内容】
・現場でのエピソードがとても役に立ちました。
・具体的なお話しで  になりました。
・とくにATにおけるスルーガイドの重要性を 認識できた。具体的な内容の話が多く大変参
考になった。

・スルーガイドの重要性を分かりやすくお話されていたと思います。
・ATWS開催に向け北海道でもガイド育成が進められていると聞いておりますので楽しみで
す。ATWSの開催を通じて生まれたガイドの さんが2022年以降も活躍していかれることを
願っています。

・運営側から見たガイドに必要な資質や考え方などが理解できました。
・アウトバウンドのツアーの紹介が見事で、ガイドさん達の質の高さも想像できます。
・自分は前職でガイドさんに指示を出す仕事だったので、スルーガイドさんの役割や視点は
大変参考になりました。スポットガイドとスルーガイドの連携がちゃんと取れていないと、す
でに話したことをお客さんに話してしまったり、お客さんの好き嫌いや注意事項が伝わって
なかったりするので、本当に注意のいる仕事だと思います。芹澤さんのパワポの注意事項
を見ながらツアーを組もう、と思いまして、大変いいスピーチと資料をいただきました。

【地域での受入体制に関する内容】
・スルーガイドがとのツアーの満足度にいかに関わってくるかを理解した。今後のスルーガイ
ドの育成などに力を入れていきたい。

・スルーガイドの資質について、ガイド、interpreter、translater、コーディネーター等、今後、
北海道が世界のなかでAT先進地域となるためには、この役割を う人材が必要だと痛感
した。

・大変わかりやすい内容でした。これからの時代にスルーガイドはインバウンド以外にも必
要になると思います。私自身もガイドをしています。ある意味目 になるかもしれません。

・ＡＴトラベルにおける現場スタッフ構成の中で つの要素のドライバーが資格を取りながら１
人でも多くの育成が出来れば良いと感じました。

プログラムの感想
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BtoBの取引が想定されるAT市場での事業展開に向けて、ガイド事業者が備えるべき書類や知っておく
べき法律などについての講演を弁護士である、今野氏にお話しいただいた。
「何かあってから」ではなく、事態を事前に想定し、対応することが信頼を失わないための方法であるこ

とを講演いただいた。

2-5-5-8  セミナー 『 ガイド事業の法的視点 』

実施時間 11月12日（木）15 00 ～15 30
実施場所 204 室
講 師 今野 佑一郎 氏

普段はあまり触れることのないガイドの
方に関係する法的知識について講義し
ていただきました。

法的に対応していることをどのように見
える化するか、対外的な信頼を獲得する
方法、ツアーやプログラムを催行する際
の法的な視点など、気づきを得られる内
容でした。

できることから積み上げていく、対応すべ
きことの意味合いを考えることが事業の発
展に役立つとのアドバイスで締めくくられま
した。

堅くなりがちな内容のため、自己紹介
で会場を和ませてから始まりました。
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参加者のコメント

【セミナー自体に関する内容】
・何事も知らないで済ませてはいけないと肝に銘じました。
・弁護士による専門的見地からのセミナーであったが、やはりガイドの 様には少し難度が
高かったように感じた。

・アドベンチャー事業に関するリスク管理の法的な問題についての話かと思っていたがあま
り中身がなく期待外れだった。もう少し  してほしい。

・短い時間でしたので消化不良はやむ しですが、私共の現状が課題満載であるという認
識だけはしっかり受けとめました。さっそく取り組みます。

【運営に関する内容】
・総論…具体的なフォーマット等を ければみなさんうれしかったのでは 

プログラムの感想
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昨今世界的な動向として「サスティナブル」という言葉がはだし使われだしている。持続可能で、次世代
につなぐための動きであり、観光においても同様によく聞く言葉であるが、実際にどのような取組なのか、
またどのように活動することが「サスティナブルなのかについて荒井氏に講演いただいた。
一時の流行りで わらせないような取組について、具体例を話しながら、初心者にもわかりやすく講演

いただいた。

2-5-5-9  クロージングスピーチ 『 SDGs と観光 』

実施時間 11月12日（木）16 00 ～15 45
実施場所 中ホール
講 師 荒井 一洋 氏

海外では「持続可能ではない地域には旅行
に来てくれない」というのがトレンドになって
おり、サステナブルは既に旅行の 件であ
ると説く講師。

持続可能な観光に取り組んでいるという信頼
を得るための認証制度について、GSTC基準
とともに説明していただいた。

海外における持続可能な旅行を選択する割
合が年々高まっているのに対し、日本はマネ
ジメント組織が いため、海外には追いつい
ていないのではないかとの発言があった。

持続可能な旅行を作っていくには、顧客側
のニーズを把握し来訪者・旅行会社・地域
が信頼しあって、相互に持続可能な行動を
取り合うことが大切と締めくくられました。



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

152

参加者のコメント

【セミナー自体に関する内容】
・サスティナブルについての意識向上に繋がりました。今後取り組みを進めたく思います。
・最初のセッションとほぼ同じ内容の話だったので 別の切り口のお話しを伺いたかったです。
・国際的レベルでの講演、ありがとうございます。私には少々難しい点もあり、バーコードの
資料で  しております、

・日本人と外国人のエコに関して考えやアクティビティの差をとても感じました。
・今後のATとして取り組むべき課題が良く理解できる内容でした。
・出来ることから始めようの気持ちが伝わってきました。
・SDGsについてもう少し学びたいと感じました。
・認証の仕組みがよくわかりました。
・改めて、サステナビリティという言葉の定義を 認識し、われわれの取り組むべき方向性
がはっきりと見えた。

・サステナブルツアーについて み込んで理解ができました。

【商品づくり・地域での受入環境整備に関する内容】
・新規旅行商品の参考にさせて きます。
・先ずはサステイナブルであること。今後のツアー作りの際、最 先チェック事項にしたいと
思います。

・SDGsに対するスタンスを考える際に非 に参考になりました。個人的にはすぐにでも地域
に取り入れていきたいと思いました。

・サステナビリティーが今後のトレンドに間 いなくなると感じた。すぐにでも自分の地域、周
りの地域でこういった取り組みを開始したい。

・ATWSを契機に、北海道観光のサステナビリティが理解され、ステークホルダー全体で推進
されていくことを願っている。

・環境、サステナビリティ、SDGsにまだ関心が低い市民・地域・ 市にも、できることから、ま
ず一歩すすもうと語りかける荒井さんの講義が大変よかったです。札幌は、ATWS2021の
開催地でもありますので、観光面でも、MICEにおいても、行政・企業・学術・教育機関、そし
て市民が動きだせるようお互いの背中をおしつつ巻き込みあっていけたらと思います。

【講師に関する内容】
・荒井さんに初めてお会いしましたが、とってもオーラとカリスマ性があって人を引き込む力
がすごかったです。「この地域はこれを目指している。でもまだ到達していない」と悲観的に
考えるのではなく、「この地域はこれを目指している、今半分にきている、じゃあみんなで目
 値に達するように、この素晴らしい活動に参加してみようじゃないか 」とみんなを巻き
込むような、参加したくなるようなアプローチをするのがとても大切なのだとしみじみ思いま
した。

プログラムの感想
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参加者やガイド事業者のネットワーキングの場として、スペースを設けた。
しかし、コロナウイルス感染症拡大の状況から、ネットワーキングスペースとしての利用はなく、休憩場

所としての利用が1名あった。

2-5-5-10  ネットワーキングスペース

実施時間 11月12日（木）13 00 ～16 00
実施場所 206 室
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2-5-5-11  イベント参加者 イベント実施全体アンケート

   

   

  

  とても良かった

  まあまあ良かった

  ふつう

  あまり良くなかった

  良くなかった

①イベント全体を通しての感想

参加者のコメント

【イベント全体に関する内容】
・来年の北海道で行われるATWSがフ イターズが北海道にやって来たときの様な千載一遇
のチャンスなんだと言うことがわかりました。

・今までの観光は、自分達の利益に偏りがちのものが多いが、そこの環境を最大限に活か
して、そこに住む人達も参加型になり、正しい情報をお客様は学んで帰る事で、遊びに
行った環境が観光客で荒らされず、逆に正しい情報をSNSなどで勝手に循環する様になる。
国にもお金が入り、そのお客様に関わるガイド達にもお金が入り、地元の人達にもお金が
入り、お客様は満足して有意義な時間を過ごす。環境も汚染されないガイディングもある
からこそ、素晴らしい最後のストーリーになると感じました。北海道や日本でも、ここまでス
トーリー性のある観光にしないと、ただのお金稼ぎになってしまう。歴史と文化を伝える事
で、世界中の人たちが人種 いで差別をせず、相手も認め合える事に繋がる。戦争も起き
にくくなるだろう。素晴らしい仕組みだと思い、これが実現できる世の中にしたいです。そん
なのを手伝える自分になりたいです。

・今年度は実際にエクスカーションを挟む取組で大変良い事だと思いました。
・ATが普段の日本人の旅行とどう うのか考えるきっかけになり面白かった。

・今後の取り組みを進めていくうえで、とても参考になりました。ありがとうございました。

エクスカーションとセミナーを含めたイベント全体の感想としては、91％の方が「とても良かった」「まあま
あ良かった」を選択する満足度の高い内容であった。
自 記述の内容を見ると、「AT自体の理解促進ができた」「様々な実践者のお話が聞け、今後の参考に

なった」「コロナ禍の中で人に出会う貴重な機会となった」とあり、当初の目的であった「関係者間の連携
 化」、「実践的な知識習得」、「機運の醸成を図る」について、達成できたといえる。
今後の課題や要 として、より実践者や関係者同士のネットワークが深められるような機会を継続的に

実施していくことが求められており、参加者同士がより交流できるような仕組みづくりが必要である。
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参加者のコメント

【エクスカーションに関する内容】
・コロナ状況が最悪の中、1日目だけでしたが参加出来良かったです。 想外の雪でしたが、
北海道らしいきれいな森の雪景 が見られ、川村久恵さんのお話が聞け、心身共に有意
義な時間でした。

・自分の自治体以外のＡＴ素材を体験することができ、非 に参考になりました。

【セミナーに関する内容】
・ ルダン大使の話がとても良かったです。
・当日のセミナー等は一部分をチラッと聞かせて いた程度なので、あまり詳しくお聞きする
ことができませんでしたが、法律の視点からみたガイド事業等についてのセミナーなど興
味深いお話しを聴くことができて良かったです。

・北海道のATに対する地元の 意を形にしながら、中長期的に、ソフト・ハードのインフラ整
備を行い、それを見守っていく責任についても考えさせられるセミナーであった。

・ 々な人の話を聞けて  になったのはもちろんだが、 激になった。
さらに 々な人との出会いもあって良かった。

・一部分のみの参加となってしまったが、各方面の関係者が集まっており、ATに対する期待
の高さを感じられる機会となった。

・コロナで開催が危ぶまれていた時期にも関わらず、宝島のみなさまご尽力いただきありが
とうございました。講演会の内容がいいのももちろんですが、コロナで誰とも会えない中で、
情報交換と繋がりが作れる機会はとても貴重でした。

【運営に関する内容】
・大変有意義なミーティングに参加させていただきました。運営のメンバーにも感 を申し上
げます。

・コロナウイル感染防止対策も完璧で安心して参加できました。スタッフの方々は大変ご苦
労されたと思います。来年サミットが 事に開催される様に るばかりです。ありがとうご
ざいました 

・感染防止対策を行いながらの実施は 夫やリスクマネジメントなど様々な課題も多くありな
がら、 事に実施できたこと感 申し上げます。お れ様でした。

・コロナで心配しつつでしたが、少しでも参加出来、良かったです。本来ならもっと大 の参
加で盛会でしたでし うに残念。 様のご準備、しきりに感 いたします。

・感染拡大で開催を心配いたしましたが、主催者の 様の多大なるご努力により開催され
参加させていただけましたこと、本当に感 いたしております。 い想いが し しと伝わ
る素晴らしいミーティングでした。たくさんの学びとご縁をいただきました。英語の  も合
わせて、より一層頑張りたい気持ちにさせていただきました。どうもありがとうございました。
・コロナ感染拡大の中でのハンドリングは大変だったかと推察します。
徹底した感染対策に感 申し上げます。ふたつの基調講演のみの参加でしたが、大変参
考になりました。今後もこのようなイベントは適宜実施いただければと思います。
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参加者のコメント

【今後の取組に関する内容】
・限りなく現場に近い表現が多い感じがしたので良かったと思います。北海道でATを実践す
る場合他にどのような課題があるのか知りたい。
また、法の整備も必要なのかも課題と感じました。

・今後このような会議に、事業者の実ガイドの方々がもっと参加していただけると、さらにアド
ベンチャートラベル全体のレベルや精度向上につながると感じました。参加させていただき
ありがとうございました。

・アドベンチャートラベルについて考える非 に良い機会になったと考えております。
内容も充実していて、今後もこういった関連団体・ステークホルダー向けのセミナーを定期
的に開催できると非 に良いと思います。

・昼の時間に 裕があったほうがよかった。
・もっとネットワークを構築できる仕組みがあっても良かったと思う。
・場所は広くて、雰囲気が 面目ですが、逆に楽しい気分になれません。楽しいトラベルの
話なのに、政治的議論になった気がします。

・今後も開催 定がありましたらぜ お知らせください。
・ご苦労様でした。来年の本番には内容のあるDOA,PSAとなるよう期待しております。
・ATWS2021本番まで、このようなミーティングや、関係者が知り合い、ネットワークを拡げら
れる機会を設けていただけたらと思います。

・今回のイベントでは、受地側の心構え、対応の仕方、商品の在り方等々が中心でしたが、
より発地（市場）にスポットを当てたセミナーが実施されること期待します。
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キーワードについて気になることなど

【外国語対応】
・今日も話にでましたが、博物館などで展示物に外国語のキャプションがないときは気になり
ます。実際、外国人の方が不満にしているのに遭遇したことがあります。

【地域とのコミュニケーション】
・地域としての課題はたくさんあります。
現在、少しずつですが地域との連携を進めているところです。

・自治体があまり個々に分断（独立）せず、面で集客につながる事業となることを検討したい
です。

【旅行商品造成、売り方】
・大きなorこれまでの観光資源ばかりでなく 地方のユニークなものを り起こし自己満足で
は く人を呼べ楽しんでもらえるような体験商品作りが増えて行くと良いしリピート客にもア
ピールできるのではないでし うか。

・アドベンチャートラベルに、クルーズ船で寄港して1日だけ地域を観光をするお客様を魅了
して取り込んでいけるようにすると、もっと良いのではないかと思います。

② イベント参加者 アンケート 地域の課題について（複数選択）
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3-1  アンケート結果に基づく事業成果－非ガイド層の態度変容-

【3】事業のまとめ

季モニターにも参加した人はその旨を備考欄に記載。

■白老会場（該当者人数：全現地参加者41名中 該当者6名、オンライン参加者28名中 該当者1名）

成果：現地参加者 全会場計 223名中 新規巻き込み者 23名（10.3％）

■弟子屈会場（該当者人数：全現地参加者49名中 該当者6名、オンライン参加者15名 該当者なし）

■ニセコ会場（該当者人数：全現地参加者44名中 該当者6名、オンライン参加者13名 該当者なし）

■旭川会場（該当者人数：全現地参加者46名中 該当者4名、オンライン参加者25名 該当者なし）

■帯広会場（該当者人数：全現地参加者43名中 該当者1名、オンライン参加者13名 該当者なし）

事業目的である「量的改善」（非ガイド層の巻き込み）について、北海道5か所での地域イベント及びその
後のモニターツアーの実施を通じてどれだけの人を巻き込むことができたかが改善の指 であり、選定に
ついては下記の基準にて実施した。

【基準】地域イベントの参加者で次のいずれにも該当しない参加者
①現役ガイド、通訳、②旅行業者、③観光事業者（宿泊、飲食、交通、観光施設）(※)、④行政機関、観
光関係団体
※文化施設は、これまで主体的に観光に関わっていないため含まない。
※物販施設は、体験メニューを提供しているなど観光に取り組んでいると思われる場合は含めた。
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【アンケート自 記述抜粋】
（フ ットリアリッコ 廣瀨  紀子さん）
・農園に体験商品を 入するにあたって非 に参考になりました。
・人とつながること、情報を交えることができてとてもよかったです。

（上川町地域おこし協力隊 近江 美久さん）
・様々な人の考えやアイディアを聞けました。
・自分の町に持って帰れそうなアイディアがたくさんあって楽しかった。

（村上農園 村上寿裕さん）
・ツアーの作成の仕方、AT要素の盛り込みや絞り込みなど参考になった。
・ほかの地域のことを学べて楽しかった。

（三田農園（株）三田牧場 大田篤志さん）
・ATの人が何を求めているのかが分かったような気がする。
・ツアーを考えると楽しい事がこれから出来そう。

（今田農場 今田知代さん）
・ストーリー性をもたせたプランを考えるのが難しかったが楽しみながら活動できた。
・他のグループのプランもとてもすばらしく  になった。
・ATのマーケットは大きいので、今後自分も協力できることがあればやっていきたいと思う。
・米作りを行う生産農家が顔を見せて、コメ作りにかける情 やこだわりを、おにぎりづくりの時にでも話
してコミュニケーションをとれたら、テーマの理解をさらに深められ、より地域の連携・歓迎を感じられる
のではないかと思った。（冬季モニターツアーでの感想）

（Navire noir（ナヴィル ノワール） 舘岡 志保さん）
・観光客への魅せ方を学んだ。
・漠然としていたプランが明確化できた。
・横のネットワーク作りができた。

（漁業 舘岡 勇 さん）
・たくさんの方々と話すことによって視野が広がりました。
・漁業の新たな可能性を感じました。

【地域ごとのAT機運の醸成】
事業成果には含めないが、地域ごとのエクスカーション造成に携わっていただいた方々で、かつ非ガイ

ド層である8名に関わっていただいた。

どの回答者もATについての具体的なイメージがわいており、中には既に持っていたイメージの観光を実
践すべく、地域内の横の繋がりを深めた参加者もいた。地域ごとのネットワーキングイベントにおいて「『非
ガイド層』や『ATを掴み切れていないガイド層』を巻き込む」の95％が高評価をしていたことから、ATへの理
解促進について効果があったと言え、量的改善が図られたと言える。

ご所属 お名前 備考

ハーバルランチ 高橋　敬子様 胆振エリア　映像にて参加

かふぇ ピラサレ 胆振エリア　映像にて参加

勝江寿司 後志エリア　映像にて参加

杏ダイニング 前田シェフ 後志エリア　映像にて参加

大西農園 大西　様 釧路・オホーツクエリア　映像にて参加

ハルキッチン 岩淵　亜夕子様 上川エリア　映像にて参加

丘のまち郷土学館・美宙 桜間　祐紀様 上川エリア　映像にて参加

道下広長農場 道下　公浩様 帯広エリア　映像にて参加
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3-2  アンケート結果に基づく事業成果－ガイドの質的改善-

■動画制作に参加した現役ガイド人数 28名

■地域ミーティングに参加した現役ガイド人数 51名

■イベント２日目に参加した現役ガイド人数 21名

■冬季モニターツアーに参加した現役ガイド人数 12名(運営側を除く）

【アンケート自 記述抜粋】
（Giro21 松山 淳さん）
・アドベンチャートラベルって何 くらいの気持ちで参加しましたが、少し解ってきた気がします。
・アウトバウンドのツアーの紹介が見事で、ガイドさん達の質の高さが想像できました。

（全国通訳案内士 横山研児さん）
・討論会の各パネリストのお話がとても有用で印象に残りました。
・フォトグラフ ーならではの目の付け所など参考になりました。
・運営側から見たガイドに必要な資質や考え方などが理解できました。

（Sotoasobu 江川理恵さん）
・講演者の 様のお話しが興味深いものばかりでメモ帳がいっぱいになりました。
・英語の  をより一層頑張りたいです。
・先ずはサステイナブルであること。今後のツアー作りの際、最 先チェック事項にしたいと思います。
・素晴らしいミーティングでした。たくさんの学びとご縁をいただきました。

（Hokkaido Great  Adventure 岸 浩明さん）
・映像の持つ意味が少し理解できました。また、誰に向けての発信かが重要と知ることができ良かった。
・現場でのエピソードがとても役に立ちました。
・SDGsについてもう少し学びたいと感じました。

（H-SEG 藤澤邦子さん）
・英語を使う際の 短くてもわかりやすくアピールできる話の仕方を説明してもらいました。

（ 文島自然ガイド 鹿川明美さん）
・アイヌ民族の歴史や文化、物語に触れ知識が深まりました。
・私自身が  を趣味としていますので学ぶ事がたくさんありました。これからは自分のコンテンツを誰
にどう見せるかなどもを考えて撮影したいと思います。

・これからの時代にスルーガイドはインバウンド以外にも必要になると思います。私自身もガイドをしてい
ます。ある意味目 になるかもしれません。

事業目的である「質的改善」について、全道規模のイベントである「アドベンチャートラベル北海道ミーティ
ング」における日帰りのエクスカーション、基調講演・セミナー及び会場でのネットワーキングにより改善が
図られたかが改善の指 である。
アンケートにて、９割を超える参加者から高評価を得るとともに、自 記述において、「理解が深まった」

「様々な関係者と会うことができ、よかった」との記載があったことから、質的改善が図られたと言える。

成果：質的改善が図られた現役ガイド 延べ38名（イベント参加ガイド総数）

■イベント１日目（エクスカーション）に参加した現役ガイド人数 17名（運営側を除く）

なお、成果には含めていないが、地域イベントにも現役ガイドが参加しており、他地域とのガイディング 
術交流やネットワーキングを通じて質的改善が図られていることを付け加える。

付随成果：質的改善が図られた現役ガイド 延べ９１名



令和2年度「アドベンチャートラベルガイドの質的・量的改善に関する実証事業」

161

3-3  事業総括

まず、量的改善については、道内５カ所で開催したイベント「北海道アドベンチャートラベルミーティング」及
びイベント開催地周辺でのエクスカーション作りと、冬季モニターツアーを通じて改善を図った。
結果は、一次産業従事者や博物館の職員などこれまで観光にあまり携わっていなかった多様な地域関係

者23名を新たに巻き込むことができた。これは全参加者の10.3％であるが、イベントアンケートの自 記述
に「農園に体験商品を 入するにあたって非 に参考になった」「漠然としていたプランが明確化できた」「漁
業の新たな可能性を感じた」「今後自分も協力できることがあればやっていきたい」など、自身の取り組みと
観光との関わり方が見えてきたという意見があったことから、今後も多様な関係者を巻き込んでいくことで、
ガイドの量的改善に繋がることが確認できた。

質的改善については、札幌にて開催した全道イベント「アドベンチャートラベル北海道ミーティング」により、
エクスカーションを通じた他地域関係者とのガイディング 術交流、北海道全域のネットワーク構築及び実
践的な知識の習得により改善を図った。
ネットワーク構築については、道内全域から多様な関係者に参加してもらうべく、農閑期及び休漁期であり

観光客の入り込みも落ち着く11月に開催することとした結果、コロナウィルス感染拡大傾向の状況下にもか
かわらず総 104名、そのうち約２割にあたる21名の現役ガイドが参加することができた。
「素晴らしいミーティングでたくさんの学びとご縁をいただいた」「講演内容が良かったことに加えて、コロナ

で誰とも会えない中で、情報交換と繋がりが作れる機会はとても貴重だった」というアンケート意見、参加者
からの「次の具体的な行動に繋がった」という声が示すとおり、多様な関係者が参加し十分にネットワーク構
築を図ることができた。
実践的な知識の習得については、全道５カ所での地域イベントに講師として参加いただいた 様による討

論会、 ルダントレイル開設の 労者である駐日 ルダン・ハシェミット王国特命全権大使リーナ・アンナーブ
閣下による基調講演をはじめ、スルーガイドの役割やガイドに必要な英会話など実用的な情報を提供し、
「現場でのエピソードがとても役に立った」「運営側から見たガイドに必要な資質や考え方などが理解でき
た」「サステイナブルは今後のツアー作りの最 先チェック事項にしたい」などのアンケートのコメントから、
実用的な知識を得ていただけたと思う。
また、「他地域でどのような商品が販売されているのか知らない」という意見を まえ、ガイド同士の知見

交流の場として全道イベント１日目に 本の日帰りエクスカーションを設定し、加えて5カ所での地域イベント
をもとにした冬季モニターツアーも知見交流の場となった。アンケートの意見に「今後ATを進める上で気付き
の多いツアーだった」「実体験が組み込まれておりとてもよい取り組みだった」との意見があったことから、普
段見ることができない自分以外のガイディングを体験することによる、ガイド同士の 術及び知見の交流が
ガイドの質的向上に有効であることが確認できた。

以上から、新たな関係者の巻き込みがガイドの量的改善に繋がること、広範な関係者によるネットワーク
構築、実体験を伴う交流及び実践に 付けられた情報提供がガイドの質的改善に繋がることが確認できた。

今回の事業は、地域の魅力を伝える「非ガイド層」や「ATをつかみ切れていない層」の巻き込みによる量
的改善、ガイドスキルの向上及び幅広い関係者間での連携による質的改善の２つを目的として実施した。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大による行動の制限がかかる中ではあったが、地域の関係者が連携
するためのネットワーク作りが重要であることから、可能な限り参加者同士が顔を合わせられるようにイベン
トを実施し、「コロナウイルス感染拡大対策も完璧で、安心して参加できました」という声もいただき、その後
も参加者からの感染者発生の連絡がないことから、コロナ禍におけるATWS開催に向けた運営についても
知見を集積することができ、関係者及び参加者の 様にこの場を借りてお 申し上げる。

その一方で、道内５カ所で実施したイベントのアンケートにて、現在課題と思っていることを聞いたところ、
地域の関係者との連携との意見が一番多くあった。地域の魅力を創出し発信していくためには、北海道全
域や地域内の様々な団体・組織が横断的に連携し、地域を面でとらえ、魅力を 編集していく必要がある。
そのためには、当該事業で構築されたネットワークをもとに、より多様な人々が関わっていくことができる

仕組みを整え、関係者がお互いの資源や商品について体感して知見を交流させることができる機会を継続
的に創出していくことが重要である。
北海道が世界に通用するATの目的地となるためには、このような取り組みの継続が不可欠である。


